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１．はじめに
　栄養長寿教室および地域訪問栄養長寿教室（以下、
特に区別する必要のない場合は、これらを合わせて
栄養長寿教室等活動とする）は、大学または公民館
において、学生が地域の高齢者に対して栄養指導や
食事提供を行う取り組みである1-3）。この取り組みの
目的は、学生がより実践に近い場面を経験すること
により、栄養診断能力、栄養指導能力、調理・献立
作成能力、対人指導能力、コミュニケーション能力、
業務遂行能力などを獲得することである1-3）。食物栄
養学科では平成26年度より、学習成果の可視化へ向
けた取り組みの一環として、学科で作成したルーブ
リックを用いて栄養長寿教室等活動における学生の
学習成果の獲得状況を評価し、その点数を授業科目
の成績に反映している3）。平成27年度の反省4）をふま
えて平成28年度から変更した点を確認した上で、当
該年度の実施状況、学生の学習成果の獲得状況、今
後の課題について報告する。

２．平成28年度の変更点
　平成28年度に変更した点は主に以下の３点であ
る。第１に、２年生の身体計測におけるルーブリッ
ク尺度の見直しについてである。まず、平成27年度
のレベル２「状況を判断し、高齢者を誘導できる」 
という曖昧な表現を削除した。平成27年度のレベル
３「マニュアルを見て計測機器を使用できること」 

をレベル２とし、さらに「マニュアルを見ないで計
測機器を使用できること」に変更した。現場におい
ては、多様で特殊な身体状況の高齢者に対しても測
定機器を操作できる技術を修得することが必要であ
る。それゆえ、これらの特殊な高齢者に対応できる
技術の習得をレベル３とした。以上の変更点につい
て、２年生（身体計測担当）のルーブリックの新旧
対照表を表１、修正したルーブリックを表２、表３
に示す。
　第２に、授業科目の成績への反映方法に関して、
２年生は学生数が少ないため、運営上の理由から平
成28年度は１人あたりの参加回数を２回から３回に
増やした。したがって、授業科目の成績への反映は
以下のように取り扱うこととなった。

２年生：２年次後期授業科目「総合演習」の成績
評価に反映する。

・３月（１年次）、６月、７月、８月、10月、11月
のうち、各学生はいずれかに３回参加する。

・ルーブリックを用いて評価し、最高評価点を 
10点とする。

・「総合演習」の評価点は上記10点分を加えて、合
計100点とする。

４年生：４年次後期必修授業科目「健康管理論」
の成績評価に反映する。

・11月（３年次）、３月（３年次）、６月、７月、
８月、10月のうち、各学生はいずれかに３回（栄
養マネジメント２回、給食経営管理１回）参加
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する。
・ルーブリックを用いた評価については、栄養マ

ネジメントの場合、ルーブック４項目の達成度
により最高評価点を６点とする。そして、給食
経営管理の場合の最高評価点を４点とし、合計
の最高評価点は10点とする。

・「健康管理論」の評価点は上記10点分を加えて、
合計100点とする。

　第３に、より多くの学生が最高レベルに到達する
ように、今年度は事前学習をより実践に即した内容
に変更した。

３．栄養長寿教室等活動の実施状況（平成27年度 
11月～平成28年度12月現在まで）

　各回の栄養長寿教室等活動を担当する学年を表に
まとめると、表４のようになる。
　このうち、本報告の対象となるのは、平成25年度
入学生と平成27年度入学生である。平成25年度入学
生は３年次の平成27年11月から４年次の平成28年10
月まで、平成27年度入学生は１年次の平成28年３月
から２年次の11月までを担当した。なお、平成27年
度後期から、平成28年度12月現在までに実施された
栄養長寿教室等活動の実施日、実施場所、参加者数
等は以下の表５に示すとおりである。
　各回の栄養長寿教室等活動を実施する前に、教員
は担当する学生を集めて指導を行った。２年生につ
いては、事前練習の回数を１回増加（合計２回）し
て行い、その際に学生がお互いを対象者にしてすべ
ての機器の操作に習熟できるようにした。４年生に
ついては、事前学習をより実践に即した内容に変更
した。具体的には、過去の栄養長寿教室等活動での
対象者のデータや指導内容の傾向、高齢者からあっ
た質問内容をまとめ、学生に提示した。これらの資
料をもとに具体的な症例を複数挙げて、実際の高齢
者を想定した栄養指導場面のシミュレーションを実
施した。
　また、ルーブリック評価の判定材料の一部として
活用するため、活動実施後に学生に指導報告書を作
成させ、さらにその内容について学生同士でディス
カッションさせた。

４．ルーブリックを用いた評価
　学生の学習成果は、学生からの報告書および教員
による評価表を基に、改めたルーブリック表２、表
３を用いて評価した。成績評価に反映する場合の点
数の計算は、次のように行った。まず２年生は、栄
養マネジメント（身体計測）のルーブリックにおい
てレベル３は３点、レベル２は２点、レベル１は１
点とした。不参加の者は０点とした。レベル４の評
価は、12月に身体計測結果の理解度の筆記試験（７
問）を行い、全問正解者をレベル４とし、１点を加

えた。学生は３回ともレベル３を取得し、理解度の
筆記試験に全問正解した場合に最高点10点となる。
　次に４年生は昨年度と同様に評価した。すなわち、
栄養マネジメント（食事診断・栄養診断・栄養指導）

（２回）ではルーブリック４項目を各１点とした。１
回参加につきに、ルーブック４項目を達成した者は
最高評価点が４点となり、２回の場合の合計は８点
となるが、６点満点に換算した。給食経営管理（１
回）ではレベル４は４点、レベル３は３点、レベル
２は２点、レベル１は１点とした。いずれの場合も
栄養長寿教室等活動に不参加の者は０点とした。す
なわち、栄養マネジメントで６点、給食経営管理で
４点取得した場合に最高点10点となる。実際に評価
を行った結果を表６、表７に示す。
　２年生について、当日、計測に特別な配慮が必要
な高齢者への対応に際して教員がサポートした場面
や、コンピュータ操作ミスもあったが、問題を指摘
された後、学生はこれらを改善することができてい
た。したがって、学生参加者全員をレベル３（３点）
と評価した。32名中27名（84％）が３回参加で９点
を獲得した。３点（１回参加）の１名、６点（２回
参加）の１名は今年度途中で休学した者である。３
回終了して１～３か月経過後に理解度の筆記試験

（全７問）を行った。理解度の筆記試験の結果は、７
問正解が12名、６問正解が８名、５問正解が５名、
４問正解が２名であった。３回の参加ですべてレベ
ル３を取得し、理解度の筆記試験で全問正解した者
を最終評価でレベル４とした（３回参加者27名中12
名、44%）。
　４年生の栄養マネジメントの評価については、36
名中26名（72%）が６点（最高評価点）であった。
昨年度は、30名中６名（20％）のみが最高評価点で
あったことをふまえると、今年度は、学生が高齢者
の傾向を把握し、生活改善の提案ができるようにな
っていると判断できる。給食経営管理の評価につい
ては、36名中18名（50％）が４点（最高評価点）となっ
た。最高レベルに到達しなかった学生は18名（50％）
であり、これらの学生は改善計画を立てることがで
きていなかった。

５．今後の課題
　今後の課題として、以下の３点を指摘する。第１
に、４年生の栄養マネジメントの評価で、最高評価
点である６点を獲得できなかった者（10名）のうち
７名は、レベル２「チームとしての行動がとれる」 
という目標を達成できなかった。この学生は積極的
に参加し、皆と情報を共有し、役割を分担して協働
する力に問題のあった者である。「チームとしての 
行動がとれる」ことは、管理栄養士の業務を遂行す
る上で必須の能力であり、いかにしてその能力を育
成するかは今後検討すべき重要な課題である。
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　第２に、２年生担当の身体計測について、各回の
栄養長寿教室等活動で学生全員がすべての測定機器
を担当することは難しい。学生がすべての測定機器
の操作を習熟できるよう、来年度も事前の学習を充
実させる。また、レベル４「身体計測機器を手順に
沿って操作し、その分析結果を理解できる」につい
ては、事前練習において機器の操作と共に、計測結
果を理解できるように指導する。
　第３に、以前からの課題であったルーブリックの
各項目の見直しについては、現在、担当教員の間で
原案を作成中であり、今後の学科 FD 会議において
提案し、学科全体で検討する。

文　　献
１） 友近健一，岡本喜久子，次田隆志，妹尾良子，

高橋裕司：倉敷市老人クラブ連合会と提携した
有喜・栄養長寿教室と管理栄養士教育における

位置づけ，岡山学院大学・岡山短期大学紀要，
34，35-39，2011．

２） 次田隆志，岡本喜久子：倉敷市老人クラブ構成
員における健康・栄養調査，岡山学院大学・岡
山短期大学紀要，34，41-54，2011．

３） 宮﨑正博，岡本喜久子，妹尾良子，竹原良記，
高槻悦子：倉敷市老人クラブ連合会と岡山学院
大学の連携による現場に即応する管理栄養士の
育成―平成25年度栄養長寿教室および地域訪
問栄養長寿教室の活動とその評価―，岡山学院
大学・岡山短期大学紀要，37，1-14，2014．

４） 宮﨑正博，岡本喜久子，高槻悦子，竹原良記：
倉敷市老人クラブ連合会と岡山学院大学の連携
による現場に即応する管理栄養士の育成―平
成27年度栄養長寿教室および地域訪問栄養長寿
教室の活動とその評価―，岡山学院大学・岡山
短期大学紀要，38，2017，1-6．

表１　２年生（身体計測担当）のルーブリック新旧対照表

新（平成27-28年度） 旧（平成26-27年度）

レベル４

④身体計測機器を手順に沿って使い、その結果を理解で
きる。

③高齢者の身体状況を判断して計測できる。
②マニュアルを見ないで身体計測機器を立ち上げ、使用

できる。
①高齢者に挨拶し、対話ができる。

④身体計測機器を手順に沿って使い、その結果を理解で
きる。

③マニュアルを見て身体計測機器を立ち上げ、使用でき
る。

②状況を判断し、高齢者を誘導できる。
①高齢者に挨拶し、対話ができる。

レベル３

③高齢者の身体状況を判断して計測できる。
②マニュアルを見ないで身体計測機器を立ち上げ、使用

できる。
①高齢者に挨拶し、対話ができる。

③マニュアルを見て身体計測機器を立ち上げ、使用でき
る。

②状況を判断し、高齢者を誘導できる。
①高齢者に挨拶し、対話ができる。

レベル２
②マニュアルを見ないで身体計測機器を立ち上げ、使用

できる。
①高齢者に挨拶し、対話ができる。

②状況を判断し、高齢者を誘導できる。
①高齢者に挨拶し、対話ができる。

レベル１ ①高齢者に挨拶し、対話ができる。 ①高齢者に挨拶し、対話ができる。
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表２　栄養長寿教室のルーブリック

栄養マネジメント 給食経営管理

２年（身体計測）
３・４年

（食事診断・栄養診断・栄養指導）
３・４年（献立・調理・栄養教育）

レ　

ベ　

ル

４

④身体計測機器を手順に沿って使
い、その結果を理解できる。

③高齢者の身体状況を判断して計測
できる。

②マニュアルを見ないで身体計測機
器を立ち上げ、使用できる。

①高齢者に挨拶し、対話ができる。

④身体計測、体成分分析のデータか
ら身体状況を把握し、生活改善を
提案できる。

③食育サットを使用し、その結果の
説明と食事改善の提案ができる。

②チームとして行動できる。
①高齢者の気持ちを考えて、行動で

きる。

④給食経営管理の改善案を周囲に向
けて関係者に働きかけることがで
きる。

③給食を活用した栄養教育・情報提
供ができる。

②対象者の栄養管理を目的とした給
食の品質管理ができる。

①利用者のニーズをくみあげた栄
養・食事計画ができる。

レ　

ベ　

ル

３

③高齢者の身体状況を判断して計測
できる。

②マニュアルを見ないで身体計測機
器を立ち上げ、使用できる。

①高齢者に挨拶し、対話ができる。

③食育サットを使用し、その結果の
説明と食事改善の提案ができる。

②チームとして行動できる。
①高齢者の気持ちを考えて、行動で

きる。

③給食を活用した栄養教育・情報提
供ができる。

②対象者の栄養管理を目的とした給
食の品質管理ができる。

①利用者のニーズをくみあげた栄
養・食事計画ができる。

レ　

ベ　

ル

２

②マニュアルを見ないで身体計測機
器を立ち上げ、使用できる。

①高齢者に挨拶し、対話ができる。

②チームとして行動できる。
①高齢者の気持ちを考えて、行動で

きる。

②対象者の栄養管理を目的とした給
食の品質管理ができる。

①利用者のニーズをくみあげた栄
養・食事計画ができる。

レ　

ベ　

ル

１

①高齢者に挨拶し、対話ができる。 ①高齢者の気持ちを考えて、行動で
きる。

①利用者のニーズをくみあげた栄
養・食事計画ができる。

達　

成　

目　

標

　現場に即応した管理栄養士の養成
２年生（身体計測）……①身体計測機器を手順に沿って使い、その結果を理解できる。②高齢者の身体状況を判断

して計測できる。③高齢者とコミュニケーション（挨拶、言葉遣い、対話）ができる。
４年生（食事診断・栄養診断・栄養指導）……①身体計測、体成分分析のデータを読み栄養指導ができる。②食育

サットを使用して食事改善の指導ができる。③チームワーク、リーダーシップが取れている。④高齢者の立場を
考えて行動ができる。

４年生（献立・調理・栄養教育）……①対象者に合わせた食事づくりができ、給食を活用した栄養教育・情報提供
ができる。②食事提供後に、次回の栄養長寿教室に向けて、統合的な改善案が作成できる。
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表３　地域訪問栄養長寿教室のルーブリック

栄養マネジメント

２年（身体計測） ４年（食事診断・栄養診断・栄養指導）

レ　

ベ　

ル

４

④身体計測機器を手順に沿って使い、その結果を理解で
きる。

③高齢者の身体状況を判断して計測できる。
②マニュアルを見ないで身体計測機器を立ち上げ、使用

できる。
①高齢者に挨拶し、対話ができる。

④身体計測、体成分分析のデータから身体状況を把握
し、生活改善を提案できる。

③食育サットを使用し、その結果を説明できる。
②チームとして行動できる。
①高齢者の気持ちを考えて、行動できる。

レ　

ベ　

ル

３

③高齢者の身体状況を判断して計測できる。
②マニュアルを見ないで身体計測機器を立ち上げ、使用

できる。
①高齢者に挨拶し、対話ができる。

③食育サットを使用し、その結果を説明できる。
②チームとして行動できる。
①高齢者の気持ちを考えて、行動できる。

レ　

ベ　

ル

２

②マニュアルを見ないで身体計測機器を立ち上げ、使用
できる。

①高齢者に挨拶し、対話ができる。

②チームとして行動できる。
①高齢者の気持ちを考えて、行動できる。

レ　

ベ　

ル

１

①高齢者に挨拶し、対話ができる。 ①高齢者の気持ちを考えて、行動できる。

達　

成　

目　

標

現場に即応した管理栄養士の養成
２年生（身体計測）……①身体計測機器を手順に沿って操作し、その分析結果を理解できる。②高齢者の身体状況

を判断して計測できる。③高齢者とコミュニケーション（挨拶、言葉遣い、対話）ができる。
４年生（食事診断・栄養診断・栄養指導）……①身体計測、体成分分析のデータを読み栄養指導ができる。②食育

サットを使用して食事改善の指導ができる。③チームワーク、リーダーシップが取れている。④高齢者の立場を
考えて行動ができる

表４　平成27年度11月から平成28年度３月までの担当学年

平成27年度 平成28年度

11月 ３月 ６月 ７月 ８月 10月 11月 ３月

学内 学内 学内 地域 学内 地域 学内 学内

H25年度入学生 〇 〇 〇 〇 〇 〇

H26年度入学生 〇 〇 〇

H27年度入学生 〇 〇 〇 〇 〇 〇

H28年度入学生 〇

学内：栄養長寿教室　　　地域：地域訪問栄養長寿教室
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表６　２年生の評価（得点と人数）

得点 人数

０点 １

３点 ２

６点 ２

９点 20

10点 12

表７　４年生の評価（得点と人数）

栄養マネジメント 給食経営管理 総合評価

得　点 人　数 得　点 人　数 得　点 人　数

０点 １ ０点 ０ ０点 ０

１点 ０ １点 １ １点 ０

２点 ０ ２点 ４ ２点 ０

３点 ３ ３点 13 ３点 ０

４点 ０ ４点 18 ４点 １

５点 ６ ５点 １

６点 26 ６点 ３

７点 １

８点 ５

９点 ９

10点 16

表５　栄養長寿教室等活動実施状況（平成27年度後期～平成28年度12月現在まで）

名　　　称 実　施　日 場　　所
参加者・担当学生・担当教員数

高 齢 者
H27年度
入学生

H25年度
入学生

教　員

第33回栄養長寿教室 平成27年11月７日（土） 本学 13 21 ４

第34回栄養長寿教室 平成28年３月５日（土） 本学 13 15 21 ４

第35回栄養長寿教室 平成28年６月４日（土） 本学 12 14 19 ４

第７回地域訪問栄養長寿教室 平成28年７月16日（土） 茶屋町憩いの家 30 14 12 ３

第36回栄養長寿教室 平成28年８月６日（土） 本学 13 16 21 ４

第８回地域訪問栄養長寿教室 平成28年10月15日（土） 庄東憩いの家 31 13 10 ３

第37回栄養長寿教室 平成28年11月５日（土） 本学 12 13 ４
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Development of Competencies in Registered-Dietitians 
through Cooperation between the Kurashiki Senior 

Citizens’ Club and Okayama Gakuin University 

― Annual Report of Evaluation of Classes and Local Classes of Nutrition and 
Longevity Held at Okayama Gakuin University and at Town Halls in 2016―

Masahiro Miyazaki, Etsuko Takatsuki, Yukiko Kawakami, 
Yoshiki Takehara

Abstract
　In order to develop the competencies of registered-dietitians, classes in nutrition and longevity 
have been held at Okayama Gakuin University in collaboration with the Kurashiki Senior 
Citizens’ Club four times a year from 2007. The classes have provided more opportunities for 
students to practice the diagnosis of nutrient-related conditions, nutrition counseling and the 
provision of healthy meals. Furthermore, local classes in nutrition and longevity have also been 
held at town halls twice a year from 2013. The activities of students in the classes have been 
evaluated using the university’s own rubrics. From 2014, the activities of students in the classes 
have been reflected in their school records. This report described about the learning outcomes 
of students in 4 university-based classes and 2 local classes held in 2016 and the future issues to 
be solved in the classes.

Key Words
　Registered dietitian, Old people, Diagnosis of nutrient condition, Nutrition counseling, Provision 
of healthy meals
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・トラブルになることもなく、鬼は鬼で協力し
て追いかける姿も見られ、その姿を認めるよ
うにした。C.S 児は逃げる役だったが、友だ
ちと一緒に逃げたり、地蔵になった友だちを
助けることを楽しんでいた。

・引き続きルールのある集団遊びを取り入れ、
ルールを守りながら友だちと一緒に遊びを進
める楽しさや面白さを感じられるようにした
い。

　一つ目の「評価」は、「ねらい」の一つ目と二つ目
に対応していることがわかるだろう。どのような様
子で戸外遊びを楽しんでいたか、「こおりおに」のル
ールを知り、遊んでいたのか、という基準によって
評価されているのである。
　また、三つ目の「評価」は、「特定の子ども」の

「ねらい」に対応している。その子どもが個別的にど
のような姿を見せたのかが書かれているのである。
　四つ目の「評価」は「反省」による次回の保育活
動をどのようなものにしていくか、という自身の評
価となっている。
　さて、そのように考えていくと、３つの保育指導
案はきちんと評価がなされていると考えられる。一
方でたとえば、４歳児の保育指導案では、「７人欠席
だったため、10人で地蔵鬼をする」と書かれている。

この記載内容は「評価」でも「反省」でもない。あ
えて「反省」として書くとすれば、たとえば、「７人
の欠席が出たために、10人で行うこととなった。欠
席が多いときにも、あらかじめ作成した保育指導案
どおりの活動内容でよいのかどうかなど再考した
い」など、その状況がどのような視点を自身に与え
てくれたのかなどを書くようにしたい。
　以上見てきたように、保育指導案を作成し、実際
に活動するのみでは不十分である。その活動が「ね
らい」を達成したのか、どうしてそのように考える
ことができたのか、達成できなかったならば、どう
して達成することができなかったのか、次回はどの
ようなことに注意したいのか、などの「評価」ある
いは「反省」がきちんと書かれて、次の保育指導案
作成とそれに基づく保育活動の展開があるのである。

引用・参考文献
加古里子『伝承遊び考３　鬼遊び考』小峰書店，

2008．
多田道太郎『遊びと日本人』角川文庫，1980．
柳田國男「こども風土記」伊藤幹治ほか編集委員，

柳田國男『柳田國男全集12』筑摩書房，1998（初
版1942）．
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Writing and Educational Evaluation of  
Age-specific Daily Program

― As an example for “Zizouoni” ―

Fusae Yamamoto and Shuhei Tsuda

Abstract
　This paper compare and consider of writing and educational evaluation of 3 years old child, 4 
years old child, 5 years old child’s of daily program as an example for “ Zizouoni”.

Key Words
　Age-specific, Daily Program, Ogre play (Zizouoni), educational evaluation
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はじめに
　ドイツの哲学者、教育学者であるヘルバルト

（Herbart, Johann Friedrich：1776-1841）は主著 
『一般教育学』において、次のように述べている。

　われわれが人を教育しようとしたり、教育し
てもらおうとする際に、どんなねがいをこめて
いるかは、その際、その人が教育するというこ
とを一体どんなこと、どれだけのことと考えて
いるかという、視野の大小によってちがうもの
である。（ヘルバルト著 1960、11頁　傍点部ママ）

　ヘルバルトの言う「視野」はもちろん教師側から
見れば、教育経験によってその輪郭線は徐々に明確
になっていく。しかしながらその輪郭線は教師側か
らのみではなく、子どもの個性や環境にもよるので
ある（同上、11頁）。
　このように「視野」はまさに「教師―子ども」関
係によって明確となり、その「視野」によって、教
師側の「ねがい」は明確化されるのである。このよ
うな教師側の「ねがい」がまとめられて表現される
ものの一つに「指導案」があると考えられる。指導
案は、一日の教育（および保育）において、教師が
子どもたちへの「ねがい」をもって、遊び実践や環
境校正、授業内容（保育内容）を描いている「設計
図」なのである。
　すなわち、「指導案」は極めて重要なものであるわ
けであるが、これを書くということほど難しいこと
もないと言える。ましてや、実習生ともなればその
難しさは言うまでもない。
　そこで本稿では、指導案、とくには幼稚園教諭あ
るいは保育士（以下、両者をまとめて保育者と表現
する）が書く「保育指導案」そのものの基礎的構造

を整理・考察したうえで、実際に筆者の一人である
山本が行った「絵本の読み聞かせ」の保育指導案の
作成指導およびその添削という保育指導案作成の一
連の活動を取り上げ、そこから得た課題についての
考察を試みる。そのうえで、どのように「評価をし
ていくか」についても考えていく。

１．「保育指導案」とは何か
⑴　保育指導案の意義
　まずは、「保育指導案」のもつ意味について考えて
みよう。
　たとえば、平成29年告示『幼稚園教育要領』にお
いて「指導計画の考え方」は次のように述べられて
いる。

　幼児期にふさわしい生活が展開され、適切な
指導が行われるよう、それぞれの幼稚園の教育
課程に基づき、調和のとれた組織的、発展的な
指導計画を作成し、幼児の活動に沿った柔軟な
指導を行わなければならない。

　すなわち、各園の教育課程と生活に基づきながら、
幼児期の活動に対して柔軟な指導を求めているので
ある。さらに、この指導計画の作成上の留意事項と
して、「特に、週、日などの短期の指導計画について
は、幼児の生活のリズムに配慮し、幼児の意識や興
味の連続性のある活動が相互に関連して幼稚園生活
の自然な流れの中に組み込まれるようにすること」
が重要であるとされている。本稿で取り上げる「保
育指導案」はとくには日案を指すものであるが、幼
児の生活のリズム、意識や興味の連続性のある活動
に留意することとあるように、日案としての「保育
指導案」は幼児の日常生活そのものをきちんと把握
したうえで、保育者が責任をもって、作成する必要
があるものであり、「保育指導案」は一日の幼児の活
動がより充実したものとなるための「設計図」であ

報 告
保育指導案の書き方と保育現場における評価

山　本　婦佐江・都　田　修　兵

抄　録
　本稿では、指導案、とくには保育者が書く「保育指導案」そのものの基礎的構造を整理・考察
したうえで、実際に「絵本の読み聞かせ」の保育指導案の作成指導およびその添削という保育指
導案作成の一連の活動を取り上げ、そこから得た課題についての考察を試みる。そのうえで、ど
のように「評価をしていくか」についても考えていく。

キーワード
保育指導案の書き方、保育現場、評価
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岡山短期大学　幼児教育学科
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り、保育者の願いが具現化されたものとしての意義
をもっているのである。
⑵　保育指導案の基本的構造
　保育指導案の書き方は、公立の園であれば自治体
ごとに様式が決まっていたり、私立であれば、園ご
とに様式が異なっていることも多い。しかしながら、
様式が多様であるとしても、いくつかの共通項目が
あるという意味では、保育指導案は「基本的構造」 
を有していると考えることができよう。
　ここでは便宜上、次頁に載せている実習生向けの
保育指導案で考えていきたい【資料①】。保育指導案
には、以下のような共通項目があると考えられる。
１）年月日・天候
　これは書かれた保育指導案に基づきながら、いつ
保育活動を行ったかを書くところである。ここには
天候が合わせて書かれることが多い。
２）子どもの姿
　ここには、指導を行うまでの活動（生活や遊び）
について、現在までの子どもの実態を以下の視点（５
領域）から記入する。

①�基本的な生活習慣（どこまで自分でやれてい
るかを見る）

②遊びの状態（主体的に取り組んでいるか）
③友達との関係（どのように育っているか）
④興味・関心・経験していること
⑤育っていること
⑥つまづいていること

３）ねらい
　指導を行う活動を通して達成できるねらい（「子ど
もの姿」に即したもの）を記入する。
　このとき、「養護」と「教育」の二つの視点から考
えることが重要となる。「養護」とは、子どもの「生
命の安定」を図るために保育者が行う必要のある事
項のことを指し、「教育」とは、子どもが身に付ける
ことが望まれる「心情・意欲・態度」などの事項の
ことを指す。
４）活動内容
　ここには、その日の子どもたちの活動内容を記入
する。
５）時刻
　子どもたちの個々の活動ごとの時間を記入する。
６）環境構成
　保育のねらいが達成されるような人的・物的環境
づくりを記入する。この環境づくりを行う際には、
子どもたちの動機づけを、人・物・時間保育者の言
動などを総合的に捉えることが重要である。たとえ
ば、記入事項としては以下のようなものがある。

①遊具や用具の安全確認と配慮
②保育者と子どもの位置
③遊びの場の設定
④準備物（数量、配慮など）

⑤保育を行う際の留意事項
　環境構成は以上のような事項から成るが、文字の
みではなく、図を書くなどすると総合的に環境を捉
えることができる。
７）予想される子どもの活動
　ここには予想される子どもの活動を記入する。た
とえば、以下のような視点で記入するとわかりやす
いだろう。

①園での生活や遊び
②活動のまとまりとそのなかの具体的な活動

８）保育者の配慮・援助
　ここには、保育のねらいを達成するために保育者
がどのような配慮をし、援助するべきかを記入する。
すなわち、

①保育者が行う具体的な配慮や援助とその目的
②�「なぜそうするのか」を書くことにより、「心

情・意欲・態度」との関係を明確にする。な
どを記入するのである。

９）評価・反省
　ここには評価や反省を書くわけであるが、子ども
たちの目に見える活動や能力を評価するのではな
く、その子にとっての意味を見つけていく「まなざ
し」が保育者の子ども理解のうえで最も重要となる。
すなわち、

①�子どもの言動をどのように見て、どのように
対応したか。

②�保育者の見方、関わり方は適切であったかど
うか。

③�子どもに確かな育ちがあったとき、それはな
ぜだったのか。

④�どういう意味でその育ちが見られたのか、に
ついて分析、整理する。などということを書
くのである。

10）指導教員による評価
　実習生向けの保育指導案では、その指導案及びそ
の指導の実際を指導教員が見て、評価を記入しても
らうことが多い。

２．保育指導案作成と指導の実践
⑴　指導案作成と指導
　本学では、「絵本の読み聞かせ」の保育指導案の作
成指導およびその添削という保育指導案作成の一連
の活動を山本が行っている。
　まずは、実際に「絵本の読み聞かせ」を行う活動
をする。その際には、以下のような点を考慮して行
っている。

①絵本の選び方（発達も含めて）
②場所
③準備・環境について
④はじめ方
⑤読み方
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園名 （　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　 実習生氏名 （　　　　　　　　　　　　　　　　　 　）

指導教員検印
平成　　　 年 　　 月　　日（　　 曜日）　　　 天候（　　　　　　 ）

（　　　）組　 （　　　 ）歳児　 （　　）名（男　　　 名、女　　　 名）

子どもの姿
ねらい

活動内容

時刻 環 境 構 成 予想される子どもの活動 保育者の配慮・援助

評価・反省

（実習生が記入）

指導教員による評価

資料①　実習生向けの保育指導案の例
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⑥終わり方
　など配慮することや大切なことを説明し、数名に
実際に読み聞かせをしてもらう。
　「絵本の読み聞かせ」をした後、実際に次頁のよう
な保育指導案を書いてみる【資料②・③】。その際に
は、書き方を順に（子どもの姿・ねらい・時刻・環
境構成・予想される子どもの活動・保育者の援助・
配慮）説明しながら一緒に書くようにしている。
　さらに、「実習の手引き」をみて「生活」・「遊び」
の例を書写し、実習でしたい遊びや生活を指導案に
書き、提出する。
　このような一連の活動の流れを示しながら、保育
指導案の書き方の全体をおさえていくようにしてい
る。さらに、ここで提出された保育指導案は添削さ
れ、学生がさらに自身の保育指導案を作成していく
ために寄与するような評価をしている。
⑵　学生の保育指導案添削から導出される課題
　学生の保育指導案を添削すると、もちろん慣れな
い保育指導案を書いているため、不十分な点がある
ことは否めないが、いくつか共通する課題があるよ
うに考えられる。
　まず、「子どもの姿」についてであるが、書こうと
しているテーマ（部分指導）の今現在の姿が具体的
に書かれていないことがある。
　また、「ねらい」では、子どもが主体的な文章を書
くところを保育者側の文章になっていることがあ
り、発達に合ったねらいを書くことが難しいようで
ある。
　さらに、「時刻」については、保育指導の始り、片
づけ、終りの時間の記入漏れが目立つ。「環境構成」
は配置図はあるが準備物、数量や環境として準備・
配慮などの記載されてない。
　「予想される子どもの活動」では、予想される子ど
もの活動として、内容が少なく詳しく書かれていな
い。
　最後に、「保育者の配慮・援助」では、保育者がす
ることを順に書いている（段取り）ものや、保育者
が気をつけること言うことをそのまま書いている。
指示命令の言い方の文章になっている（させる、促
すなど）。
　以上のような課題は多くの学生が抱えているもの
であると言える。日案は、その日の計画を書くため、
今現在の姿や予想できる子どもの行動を、どう具体
的にイメージできるかが難しく、書き方について理
解できるまでには、少人数の中で指導しながら、繰
りかえし書いて見ることが大切なのである。

３．教育評価をどのように考えるか
⑴　評価の３つの機能
　幼稚園であれ保育所であれ、そこで子どもたちを
預かり、教育あるいは保育を行っているということ

は、必然的にそこで行われている教育あるいは保育
が子どもたちにどのような影響を与えているか、子
どもたちはどのような能力を身に付けたのかについ
て考えなければならない。すなわち、自身が実践し
た教育あるいは保育について何らかの「評価」をし
なければならないのである。
　とは言いながらも、教育における「評価」―「教
育評価」― とはどのようなものなのであろうか。
まずは、教育評価そのものについて整理しておこう。
　評価には、教育活動の過程で、活動前に学習者の
状態把握のための評価である「診断的評価」や教育
活動の途中で、その活動の反省に役立てる「形成的
評価」、教育活動の結果を診断する「総括的評価」の
３つの機能がある。この３つの機能のなかでもとく
に、「形成的評価」はアメリカの教育心理学者である
ブルーム（Bloom, B. S.：1913-1999）によってその
教育的意義が強調されたことにより、教育評価論に
大きな影響を与えた（宮坂 2015、147頁）。
　さて、この３つの機能についてもう少し述べてお
こう。
　まず「診断的評価」であるが、これは保育や学習
指導の計画、クラス編成などのための資料などとし
て利用される。たとえば、事前のテストなどで、何
かしらの問題を抱えた子どもを見いだした場合、そ
の問題がどのような背景から生じているのかを診断
しなくてはならない。その診断によって、その子ど
もの具体的な指導計画を立てることができるように
なるのである。
　次に「形成的評価」についてであるが、先述した
とおり、この評価の教育的意義は大きい。保育指導
や学習指導といったものは、その活動が到達すべき
目標を進められていくものである。このとき、一連
の活動が到達すべき目標に近づいているのか、どこ
か修正するところはないか、修正するならばどこを
どのように修正すればよいのか、などと自身の実践
を常に問い直さなければならない。そうすることで、
子どもたちの実態により意識的に気づき、自身の活
動を修正し、よりよい実践を目指すことができるの
である。幼児期の教育においても、この「形成的評
価」の機能を上手く利用する必要があろう。
　最後に、「総括的評価」についてである。この評価
は、たとえば学期末試験のようなものを想起すれば
よい。すなわち、自分がどの程度学習できたのかと
いう、学習成果を知ることができ、またその学習成
果から、カリキュラムや教育計画の有効性や指導方
法の妥当性を判断することができる。幼児期の教育
であれば、試験はないだろうが、たとえば、１か月
間の指導がきちんと到達すべき目標を達成している
かなどを評価し、月案や日案の再考につなげること
ができるだろう。
⑵　教育評価の３つの枠組み
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指 導 案　部分指導（１歳児・絵本の読み聞かせ）（１２３……）番　　　　　　　 氏名（なまえ　　　　　　　　　　）

指導者

検　印

平成　28年　　 ６月　　　日（　　　曜日）　天気（　　　　　　）

もも組　　１歳児

子ども

の　姿

・絵本を読んでもらうのが好きで、「読んで」「せん
せ」と自分で気に入った絵本を選んでくる。

・言葉は単語や二語文が話せるようになってきて 
いるが、個人差があり、指差しで伝えようと子が
多い。

　ね

らい

・子どもの気持ちやことばを受け止めながら、

楽しんで絵本に親しめるようにする。

・絵本に出てくる動物の名前や鳴き声をまねた

り、指さして伝えたりする。

時間 環 境 構 成 予想される子どもの活動 保育士の配慮・援助

13：30

14：00

・採光に気をつけ、場所

やーテンを引くなど配

慮する。

・絵本

「こねこがにゃあ」

・カーぺットに座る

○絵本の読み聞かせ

・先生の前に集まる。

・手遊び「ゆらゆら　たんたん」をす

る。

・「こねこがにゃあ」の絵本を読んで

もらう。

・絵をみて知っていることを言った

り、指さしたりする

・「にやあ、にゃあ」と泣き声をまね

る

・おもちゃや出入り口など近くにない場所を選

び、落ち着いて絵本が見れるようにする。

・絵本が見える場所かどうか子どもの目線にな

って、座る場所や位置を確認しておく。

・ひとり一人の子どもの動作を確認しながら、

歌に合わせて手遊びが楽しめるようにする。

・一場面ごと子どもたちの表情をみながら、ゆ

っくりと話をすすめるようにする。

・先生や友だちと一緒に鳴き声をまねながら、

ことばのやりとりを楽しめるようにする。

・絵本に集中できない子には、そばについて指

さしたり声をかけたりしながら、絵本に興味

がもてるようにする。

・それでも集中できにくい子どもに対しては、

保育者と一緒に絵本を見たりして絵本に親し

めるようにする。

評価
・

反省

資料②　「絵本の読み聞かせ」の保育指導案

○○○○

○

○

○保� 子
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指 導 案　部 分 指 導 （絵 本 の 読 み 聞 か せ）（１２３……）番　　　　　　氏名 （なまえ　　　　　　　　　　　）

指導者

検　印

平成　29年　　 ６月　　　日（　　　曜日）　天気（　　　　　　）

りす組　　２・３歳児

子ども

の　姿

・絵本を読んでもらうのが好きで、「読んで」「せん
せ」と自分で気に入った絵本を選んで持ってく
る。

・繰り返しの言葉や車、動物やたべものなどの名前
を言ったり、簡単な物語なども興味を持ってきて
いる。

・個人差があり、なかには絵本に興味がもてない子
もいる。

ねらい

・子どもの気持ちやことばを受け止めながら、楽

しんで絵本に親しめるようにする。

・絵本に出てくる動物の名前や鳴き声をまねた

り、指さして伝えたりする。

時間 環 境 構 成 予想される子どもの活動 保育士の配慮・援助

12：30

13：00

・採光に気をつけ、場所

やーテンを引くなど

配慮する。

・絵本

　「こねこがにゃあ」

・カーぺットに座る

○絵本の読み聞かせ

・先生の前に集まる。

・手遊び「だしてひっこめて」を

する。

・「とりかえっこ」の絵本を読んで

もらう。

・絵をみて知っていることを言っ

たり、指さしたりする。

・ひよこ「ピヨピヨ」

・ねずみ「チュウチュウ」

・ぶた「ブウブウ」

・かえる「ケロケロ」

・いぬ「ワンワン」

・ねこ「ニャウニャウ」

・かめ「ム」　　　

などの鳴き声をまねて言

う。

・友だちや先生と鳴き声をまねる。

・おもちゃや出入り口など近くにない場所を選び、落

ち着いて絵本が見られるようにする。

・絵本が見える場所かどうか子どもの目線になって、

座る場所や位置を確認しておく。

・ひとり一人の子どもの動作を確認しながら、歌に合

わせて手遊びが楽しめるようにする。

・速さやジェスチャを加えたりして、変化を楽しめる

ようにする。

・一場面ごと子どもたちの表情をみながら、ゆっくり

と話をすすめるようにする。

・先生や友だちと一緒に鳴き声をまねながら、ことば

のやりとりを楽しめるようにする。

・鳴き声のとりかえっこのおもしろさを楽しめるよ

うにする。

・絵本に集中できない子には、そばについて指さした

り声をかけたりしながら、絵本に興味がもてるよう

にする。

・それでも集中できにくい子どもに対しては、保育者

と一緒に絵本を見たりして絵本に親しめるように

する。

評価
・

反省

資料③　「絵本の読み聞かせ」の保育指導案

○○○○

○

○

○保� 子
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　さて、ここまで教育評価の３つの機能についてそ
れぞれみてきた。
　次に、教育評価の３つの枠組み、すなわち、「相対
評価」「絶対評価」「個人内評価」についてみていこう。
　まず「相対評価」についてであるが、これは個人
の学力をある集団（多くは学級や学年）の他者と比
較し、その相対的位置づけを行うものである。一般
的には５段階評定があり、それは集団の学力の分布
が正規分布に従うと仮定したうえで、全体を７―24
―38―24―７％に分割し、それぞれに１から５ま
での５段階の評点を与える方法である。この評価の
方法は、ごく少数では正規分布という前提が妥当性
を有さず、選抜や競争の目的として多用されるもの
の、教授や学習の過程の改善を見いだすための評価
としては有効ではないのである。
　次に、「絶対評価」である。これは「相対評価」と
は違い、評価者がそれぞれの内的基準や組織で決め
られている基準に基づき評価するものと達成目標に
到達しているかどうかを問う到達度評価を含んだも
のである。この評価においては、評価者の主観に任
される部分が多いために、偏見や独善的な評価とな
りやすいことが課題となる。
　最後に「個人内評価」であるが、子ども個人をで
きる限り総合的、全体的に捉え、理解しようとする
ものである。教師からすれば、その子ども個人がど
のように進歩したか、言動にどのような変化がみら
れるかなど、その子どもそのものを理解するのに役
立つ。
　このようなに「教育評価」と言っても、その内実
は多様である。
⑶　幼児期の教育における評価
　さて、ここまでの見てきた「教育評価」はもちろ
ん教育あるいは保育場面で活用することができる
し、しなければならない。
　しかしながら、幼児期の教育の評価は他の教育段
階の評価とは内容を異にする。『幼稚園教育要領』に
は以下のようにある。

　幼児一人一人の発達の理解に基づいた評価の
実施に当たっては、次の事項に配慮するものと
する。
⑴　指導の過程を振り返りながら幼児の理解を

進め、幼児一人一人のよさや可能性などを
把握し、指導の改善に生かすようにするこ
と。その際、他の幼児との比較や一定の基
準に対する達成度についての評定によって
捉えるものではないことに留意すること。

⑵　評価の妥当性や信頼性が高められるよう創
意工夫を行い、組織的かつ計画的な取組を推
進するとともに、次年度又は小学校等にその
内容が適切に引き継がれるようにすること。

　まず、⑴についてであるが、評価が指導の改善に
生かされることは先述してきたとおりである。しか
しながら、「その際、他の幼児との比較や一定の基準
に対する達成度についての評定によって捉えるもの
ではないことに留意すること」とあるように、他者
との比較や一定の基準に対する達成度についての評
定によるものでないことが示されている。すなわち、

「相対評価」や「絶対評価」は幼児期の教育にはあま
り適切ではないということになるだろう。そうする
と、「個人内評価」が適切な評価として考えられる。
　一人の幼児その子自身をしっかり見ること、しか
もある場面ではなく、園での生活や遊び全体で、そ
の子を理解してあげることが重要である。
　たとえば、第２節の保育指導案で考えれば、「絵本
を聞くことができた」かどうかで評価されるのでは
ない。まして、それを５段階評価することなどない
のである。むしろ、ある幼児はどの程度までできて、
どこでつまづいているのか、その幼児そのものを見
て評価することが求められているのである。これは
実習生であろうと求められることである。

おわりに
　本稿では、保育指導案そのものについて、その基
本的構造をおさえたうえで、実際の学生への指導案
作成の指導から得られた課題について考察した。そ
のうえで、やはり解説のみでは、保育指導案を書く
ことができるようにはならないという実感が得ら
れ、学生がどこでつまづいているのかをみることが
できた。
　しかしながら、保育指導案が書けるようになった
として、それが終わりではない。第３節で述べたよ
うに「評価」が大切であり、次の活動へと連続性を
もたせることが必要なのである。すなわち、指導案
作成と評価についての理解はともに考えられるべき
であって、分離できるものではないのである。その
ためには、幼児期の教育における評価がどうあるべ
きかについての理解が不可欠なのである。このこと
を学生にどのように伝え、指導していくかが重要と
なるであろう。
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How to Write Daily Program of Kindergarten and 
Educational Evaluation in Kindergarten

Fusae Yamamoto and Shuhei Tsuda

Abstract
　This paper considered the basic structure of the daily program of kindergarten. we pick up a 
daily program of kindergarten of "the story-telling of the picture book", teach the daily program 
of kindergarten and correct this. With that in mind, we considered problem of how to write daily 
program of kindergarten. we considered educational evaluation in kindergarten.

Key Words
　form of daily program of kindergarten, kindergarten, educational evaluation
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Ⅰ　はじめに
　核家族化し地域のつながりは希薄化し子育ての不
安を感じている保護者が増えている現状があり、ま
た、生活リズムや生活時間の乱れている現在、一人
一人の幼児を把握し個別の支援計画を作成して対応
していくための専門性をもった保育者が求められて
いる。中でも障害のある子ども、ない子どもが存在
するインクルーシブな環境での保育の昨今、専門職
として保育者の資質や能力向上に期待が寄せられて
いる。
　そんな中、2018年４月から新しい幼稚園教育要 
領1）によって実施される。その第１章総則第５「特
別な配慮を必要とする幼児への指導」における「障
害のある幼児などへの指導」において「障害のある
幼児などへの指導に当たっては、集団の中で生活す
ることを通して全体的な発達を促していくことに配
慮し、特別支援学校などの助言又は援助を活用しつ
つ、個々の幼児の障害の状態などに応じた指導内容
や指導方法の工夫を組織的かつ計画的に行うものと
する。また、家庭、地域及び医療や福祉、保健等の
業務を行う関係機関との連携を図り、長期的な視点
で幼児への教育的支援を行うために、個別の教育支
援計画を作成し活用することに努めるとともに、
個々の幼児の実態を的確に把握し、個別の指導計画
を作成し活用することに努めるものとする。」と障害

児などの特別な配慮を必要とする幼児への指導の充
実について改定が明記されている。つまり、障害者
の権利に関する条約や障害者差別解消法を踏まえ、
家庭や医療機関、福祉施設などの関係機関と連携し、
様々な側面からの取組を示した計画（個別の教育支
援計画）や、指導の目標や内容、配慮事項などを示
した計画（個別の指導計画）の作成・活用に努め教
育的支援を行うことが謳われている。
　教員養成機関の役割は、現場で活用できる実践的
指導力の基礎を構築するための指導内容を適切に教
授することである。養成機関としては、学生の学習
意欲や自己認識の変容に影響を及ぼすような授業展
開を目指した教授が求められる。
　障害のある幼児の指導にあたっては、保育者自身
が障害のある幼児を理解し、園全体の教職員の協働
により指導していくことが重要と考える。そのため
には、まず保育者がその障害についての知識や支援
方法を熟知していることが大切である。豊かな感性
に知識・技能や実践力が備われば、より深くその障
害児を理解できることになり、その子の実態に応じ
た適切な支援や指導が容易になると考える。
　2016年末、中央教育審議会2）において示された「学
校と社会が連携・協働し新しい時代に求められる資
質・能力を子どもたちに育むための学びの地図とし
ての役割を学習指導要領が果たすこと」ができるよ
うに「カリキュラム・マネジメント」の実現に向け
て６項目が求められた。それを受けて出された次期
学習指導要領の方向性として「何ができるようにな

報 告
障害児教育における教授法の検討

鈴　木　久　子

抄　録
　本論文では，保育者養成校として「障害児保育」の教授法を検討することを目的とした。授業
における、知識・支援方法の習得状況の分析を通して検討した。対象は短期大学２年生65名、１
年生67名であった。方法としては，目標設定，視聴覚教材，ペア・グループ活動，ロールプレー，
振り返りの場設定を用いた。測定指標は事前アンケート、事後アンケート，ロールプレー評価・
期末テスト評価・感想文の評価であった。
　これらの結果は，知識・支援方法の習得だけでなく，学生の学習意欲や自己認識の変容に影響
を及ぼすような授業展開がなされたことを示唆していた。期待される保育者に育てるために，次
のような点に留意して授業を展開したことが有効であったと考えられる。
　①　学習意欲が高まるように，目的意識をもたせた。
　②　授業後に，毎回，振り返りの時間を設定し感想の記入を求めた。
　③　主体的・対話的な深い学びにより知識・技能の習得を目指した。
　④　学びを深めるために、必要な教材（視聴覚教材）を効果的に活用した。
　⑤　保育者としての自覚を高めるために学びの時期と実習を効果的に位置づけた。

キーワード
障害児保育、教授法、主体的・対話的で深い学び、保育者としての質的向上、保育者養成
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るか」「何を学ぶか」だけでなく「どのように学ぶ
か」に着目されている。
　そこで、本論文では、「障害児保育」の授業におけ
る知識や支援方法の習得状況の分析を通して保育者
養成の教授法について検討することを目的とした。

Ⅱ　方　　法
１　手 続 き

⑴　対 象 者：�大学２年生65名（在籍80名のう
ちすべての指標がそろっている
者を対象者とした）、大学１年生
67名（在籍74名のうち、欠席者
を除く者を対象者とした）

⑵　期　　間：201X 年４月～７月（前期授業）
⑶　授業計画：

＜教育目標＞
１．障害児保育を支える理念や歴史的変遷を学

び、障害児及びその保育について理解する。
２．様々な障害について理解し、子どもの理解や

援助の方法、環境構成等について学ぶ。
３．障害のある子どもの保育の計画を作成し、個

別支援及び他の子とのかかわりのなかで育ち
あう保育実践について理解を深める。

４．障害のある子どもの保護者への支援や関係機
関との連携について理解する。

５．障害のある子どもの保育にかかわる保健・医
療・福祉・教育等の現状と課題について理解
する。

＜専門的学習成果＞
　幼児一人一人の特性に応じ障害や発達の課題に
即した個別指導を行う。

＜汎用的学習成果＞
　保育者としての使命感や倫理観を身に付けると
ともに、他者とのコミュニケーションを円滑に行
えるような人間関係力を構築する。

＜授業計画＞
第１回　授業内容、その進め方、学習評価の方

法について。事前アンケート
第２回　障害の捉え方と障害児保育の歴史につ

いて。
第３回　肢体不自由児、視覚・聴覚障害児の理

解と支援について。
第４回　知的障害児の理解と支援について。
第５回　発達障害児の理解と支援。自閉症スペ

クトラム障害について。
第６回　注意欠如・多動性障害、学習障害につ

いて。
第７回　障害児保育の実際⑴ 障害児に配慮し

た集団遊びの実施計画書作成。
第８回　障害児保育の実際⑵ 実施計画に基づ

いたロールプレー。

第９回　障害児保育の実際⑶ 事例を通して理
解―職員間の協働。

第10回　障害児保育の実際⑷ 事例を通して理
解―家庭及び関係機関との連携⑴

第11回　家庭及び関係機関との連携⑵ ロール
プレー。個別支援計画

第12回　保健・医療機関の役割と現状、福祉の
分野と教育の分野での支援

第13回　障害児を主人公にした DVD の視聴。
第14回　障害児を主人公にした DVD の視聴と

振り返り。感想文
第15回　障害のある子どもの保育にかかわる現

状と課題―ノーマライゼーション。
＜配慮事項＞
　目標設定、ペアやグループでの活動、視聴覚教材
利用、ロールプレーの相互発表の場、毎時間後の振
り返りの場の設定を試み「主体的・対話的で深い学
び」を目指した。これは文科省3）示する学びの姿勢
である。「主体的な学び」とは「学ぶことに興味や関
心を持ち、毎時間、見通しを持って粘り強く取り組
むとともに、自らの学習をまとめ振り返り、次の学
習につなげること」、「対話的な学び」とは「学生同
士の対話、教員と学生の対話、本などの資料との対
話を手掛かりに考えること等を通じ、自己の考えを
広げ深めること」である。「深い学び」とは「感性を
働かせて、思いや考えを基に、豊かに意味や価値を
創造していくこと」である。

⑷　指標：
１）事前アンケート
　授業開始前に「障害児とは」「その支援方法と
は」「保護者支援とは」「課題とは」についてフ
リー記述で質問し、４件法で回答を求めた。「よ
く分かっている」を４、「少し分かる」を３、

「よく分からない」を２、「全く分からない」を
１とした。

２）ロールプレー
　障害児に配慮した集団遊びの実施計画書を作
成し４人のグループでその計画に基づいたロー
ルプレーを発表した。所要時間は７分間とした。
評価はＡからＤまでの４段階とした。その観点
は、以下に示す。Ａは「その役を理解し、なり
きって積極的に演じている」、Ｂは「その役にな
りきっているが、やや積極的に欠いて演じてい
る」、Ｃは「その役になりきれていないで、あま
り演じ切れていない」、Ｄは「全く理解しておら
ず、殆ど演じていない」であった。

３）期末テスト
　70点満点で、知識理解面を中心とした内容で
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あった。以下に示す５段階の区分ごとに集計し
た。正解率が９割以上の「63～70点」、８割以上
の「56点～」、７割以上の「49点から」、６割以
上の「42点～」、６割未満の「42点未満」であっ
た。

４）DVD 感想：�第13・14回に主人公が自閉症
の子どもの DVD「マラソン」
を視聴した。障害児保育の授
業を受講している２年生とま
だ受講していない１年生に同
時期 DVD を視聴し、その直後
に1,200字以上1,400字以内で感
想の記述を20分間求めた。評
価は次のような４段階評価と
した。

４：1,200字�以上の文字量で、感動したこと、自
分の考え、将来の保育者としての考
えが記述されている。

３：1,200字�以上の記述だが、感動したことや自
分の考えのみで、将来の保育者とし
ての記述が見られない。

２： 600字�以上1,200字の文字量で感動のみの
記述で、自分の考えがみられない。

１： 600字�未満の文字量で感動の記述がみら
れる。

５）事後アンケート
　15回目の最後の授業日に「授業に積極的に参加し
たか」「授業に興味・関心を持つことができたか」 

「授業で学んだ内容を理解したか」「授業は役に立つ
と思うか」「この授業を履修してよかったか」につい
て５件法で回答を求めた。「非常にそう思う」が５、

「ある程度そう思う」が４、「どちらともいえない」 
が３、「あまりそう思わない」が２、「全くそう思わ
ない」を１と設定した。

Ⅲ　結　　果
１　事前アンケート
　Fig.1に「事前アンケート結果」として図で示し
た。障害者の定義については「よく分かっている」 
と回答したのは1.5％にすぎず、69.3％が「少し分か
っている」であったので、およそ70％が、分かって
いると自覚していた。残りの30％は「よく分からな
い」「全く分からない」と回答していた。しかし、そ
の内容をフリー記述で求めると「少し分かっている」
と回答した者のうち68.1％は発達障害のみを障害者
と捉えていたため正確には理解していなかった。し
たがって、実際に少し分かっているのは全体の 
24.6％であった。支援方法については50.8％が「分か
っている」「少し分かっている」と回答していた。内
容は発達障害児対応が多かった。「よく分からない」
の回答が46.2％であった。しかし、分からないとし
ながらも発達障害の支援方法を記入しており、記述
を求められる「少し分かる」や「よく分かる」項目

Fig.１　事前アンケート結果
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を選択していなかった。
　保護者支援については「少し分かる」が30.8％で
あり、70％近くがよくわからないと自覚していた。
課題については、学ぶ前から10％が自覚していたが、
90％近くが分からないと回答していた。

２　ロールプレー
　Fig.2に「ロールプレーの評価」を図示した。Ａの
評価は70.7％であり、Ｂは24.6％であった。あまり動
くことができなかったのは4.6％であった。

３　期末テスト
　Fig.3に「期末テストの結果」を図で示した。期末
テストは100点満点の最終評価のうちの70点満点分
のテストを実施した。100点満点に換算して90点以上

（63点～70点）は60％で、80点以上（56点～63点）は
81.6％を占めた。60点以上（42点以上）の合格点は
97％であり、３％が追試対象となった。

４　DVD 感想
　Fig.4に「感想文評価の比較」で図示した。２年生
はＡランクが一番多く、１年生はＢランクが一番多

かった。Ａランクについては２年生が81.6％に対し
て１年生は20.9％であった。また、Ｃランクは２年
生が1.5％の１人に対して１年生は25.4％の17人であ
った。２年生と１年生における評価の比較をするた
めにＦ検定をおこなった。その結果、分散が等しく
ないので「分散が等しくないと仮定した２標本によ
る検定」により分析した。結果は１％有意で差が認
められた【ｔ（90）＝3.49，p<.001】。

５　事後のアンケート
　15回目の最後の授業日にアンケートを求めた結果
を Fig.5で示した。「この授業に積極的に参加した
か」については「非常にそう思う」と「ある程度そ
う思う」と回答した者は89.4％,「この授業に興味・
関心を持つことができたか」については89.0％,「こ
の授業で学んだ内容を理解したか」は89.3％,「この
授業は役に立つと思うか」と「この授業を履修して
よかったか」については89.0％と、どの項目とも９
割が肯定的に回答していた。

Ⅴ　おわりに
　本論文では、「障害児保育」の15回の授業における
知識・支援方法の習得状況の分析を通して教授法に
ついて検討することを目的とした。検討対象は短期
大学２年生65名、１年生67名であった。測定指標は
事前・事後アンケート、ロールプレー・期末テス
ト・感想文の評価とした。方法は、目標設定、ペア

Fig.２　ロールプレーの評価

Fig.３　期末テストの結果

Fig.４　感想文評価の比較

Fig.５　事後アンケート結果
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やグループ活動、視聴覚教材、ロールプレーの相互
発表、振り返りの時間設定を用いた。
　その結果は次の通りであった。

①事前テストではあまり分かっていなかった（理
解24.6％, 支援方法50.8％, 保護者支援30.8％）

②主体的・対話的で深い学びの授業後では「積極
的に参加」「興味・関心をもつ」「理解できた」

「役立つ」「履修してよかった」の項目で９割が
肯定的な自覚をしていた。

③ロールプレーの相互発表では障害児や保育者に
なって95％が上手く演じることができた。

④感想文では２年生の方が１年生より有意な高評
価であり、保育者としての自覚がみられる深い
学びであった。

　これらの結果から、知識や支援方法の習得だけで
なく、学生の学習意欲や自己認識の変容に影響を及
ぼすような授業展開がなされたことが示唆された。
　期待される保育者に育てていくためには、次のよ
うな点に留意して授業展開したことが有効であった
と考えられる。

①学習意欲が高まるように、目的意識を持たせた。
②授業後に、毎回、振り返りの時間を設定し感想

の記入を求めた。
③主体的・対話的な深い学びにより知識・技能の

習得を目指した。
④学びを深めるために必要な教材（視聴覚教材）

を効果的に活用した。
⑤学びの場と実習を効果的に位置づけ、保育者と

しての自覚を高めた。

　保育者の養成には、知識・技能面だけでなく一人
一人の子どもを大切にする気持ちや豊かな感性を磨
くことが大切である。教授者自らもより豊かな感性
を求め、今後も日々の授業で学生と共に取り組んで
いきたい。また、保育者の力量形成に関する教授法
について今後も検討していきたい。
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Examination of a Method for Teaching Childcare for 
Special Needs Children

Hisako Suzuki

Abstract
　This study aimed to examine a method for teaching “childcare for special needs children” in a 
program for childcare workers. I evaluated this teaching method by assessing the acquisition of 
knowledge and methods of support in the class. Participants were 67 first-year and 65 second-
year junior college students. The method announced goal setting, audiovisual materials, a pair 
and a group, the roll-play and used places of the reflection. The index measures included pre- and 
post-class questionnaires, an evaluation of a role-play exercise, a final examination, and an essay 
about students’ impressions of the class. 
　The results suggested that the class had an influence on students’ motivation to learn and on 
their self-awareness, as well increasing their knowledge and sense of support. I suggest that the 
class was effective in achieving the following outcomes and, thereby, in facilitating students’ 
development as prospective childcare workers. 

① I encouraged students to maintain their sense of purpose so that learning would continue.
② I set aside time to reflect during every class period, and after each class, I instructed 

students to make an entry in their impressions log.
③ I aimed at the acquisition of knowledge and encouraged this skill by inviting independent 

conversations, such as occur during deep learning.
④ I utilized the necessary teaching materials (audiovisual materials) effectively to deepen 

students’ learning.
⑤ I placed a time and training of the learning effectively to raise the awareness as the 

childminder.

Key Words
　Childcare for special-needs children, Teaching method, Learning that mimics independent 
conversations and is deep, Qualitative improvement as a childcare worker, Childcare-worker 
training
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Ⅰ　はじめに
　学習指導要領が10年ぶりに改訂される。平成30年
度から幼稚園教育要領が、平成32年度から小学校学
習指導要領が全面実施される予定である。その中で
も幼稚園教育要領1）の「特に留意する事項」に、「幼
稚園教育と小学校教育との円滑な接続のため、幼児
と児童の交流の機会を設けたり、小学校の教師との
意見交換や合同の研究の機会を設けたりするなど、
連携を図るようにすること」とあり、幼児期の教育
から小学校教育への接続の円滑化が新しく明示され
ている。
　最近は少子化、核家族化、IT 化の社会となって久
しく子どもの環境は大きく変化している。公園等で
集団遊びをする姿は少なく、電子ゲームなどで、一
人遊びする傾向が増大している。また、地域の人間
関係も希薄化し縦社会における教育力も低下してき
ている。そんな中「小１プロブレム」が1998年頃か
らクローズアップされて久しい。小学校の新入生が
学校に適応できず集団生活ができないのである。幼
小の円滑な接続について、継続して研究されてきて
いるが、現在もまだ完全に解決されてはいない。
　幼児期の教育から小学校教育の流れの中でみる
と、生活科や総合的な学習が、遊びから学ぶ幼児期
の教育に類似しているところがある。小学校学習指
導要領2）によると生活科の目標は「具体的な活動や
体験を通して、身近な生活に関する見方・考え方を

生かし、自立し生活を豊かにしていく」とあるよう
に、具体的な活動や体験を通して学ぶのが生活科で
ある。幼児期の教育についても、遊びを通して総合
的に学んでいくのである。
　そこで、本論文では、幼児期の教育と小学校生活
科の特徴について概説し、さらに、先行研究や生活
科の実践事例を概観し、幼児期の教育と小学校教育
の円滑な接続のための生活科の役割について考察す
ることを目的とした。

Ⅱ　幼児期の教育と小学校教育
１　幼児期の教育の特徴
・教育基本法第11条によると「幼児の教育は、生涯

にわたる人格形成の基礎を培う重要なものであ
る」とあり、学校教育法22条では「幼稚園は、義
務教育及びその後の教育の基礎を培うもの」と明
記されている。つまり、人格形成教育の基盤を培
う重要な役割をもつのである。

・学びの形態は、無藤3）によると、遊びの中で、楽
しみ、試し、工夫し、見通しをもつというふうに
子ども自身が遊びを発展させていき、無自覚的で
総合的な学びである。

・一人一人の生活や経験を重視する経験カリキュラ
ムで具体的な目標はなく、その後の教育の方向付
けを重視する方向目標である。

・意図的、計画的な（物的・人的）環境を通して、
主体的な活動を誘発する間接教育が主である。

・健康、人間関係、環境、言葉、表現の５領域から
教育内容は成っている。

報 告
幼小連携のための生活科の役割

鈴　木　久　子

抄　録
　本論文では、幼児期の教育と小学校生活科の特徴について概説し、さらに、先行研究や生活科
の実践事例を概観し、幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続のための生活科の役割について考
察することを目的とした。
　幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続のためには、次のような点が考えられる。

①小学校の教育内容をしっかり把握し、指導者が連携して生活科中心の合科的・関連的カリキ
ュラムを作成して、幼児期教育で培った能力を伸長し展開することである。

②生活科の学習を通して、基本的生活習慣を身に付けて学習ルールを守ることである。
③「生きる力」の育成に向けて、「自己肯定」を向上させていく。

　幼小の円滑な接続のためには幼児期教育と小学校教育をつなぐ生活科の役割が重要であること
が再認識できた。生活科とは、「自立への基礎を養う教科」であり、「生きる力」を育成するため
の基礎・基本でもある。「自己肯定」を高め「生きる力」を直接に学ぶ中心的な教科である生活科
が、今後も発展していくことを願う。

キーワード
生活科、幼小連携、幼児期の教育、自己肯定、生きる力

〈連絡先〉鈴 木 久 子
岡山短期大学　幼児教育学科
e-mail address：hsuzuki@owc.ac.jp
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・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は幼稚園
教育要領によると「健康な心と体」「自立心」「協
同性」「道徳性・規範意識の芽生え」「社会生活と
の関わり」「思考力の芽生え」「自然との関わり・
生命尊重」「数量や図形、標識や文字などへの関
心・感覚」「言葉による伝え合い」「豊かな感性と
表現」である。

・評価は個人内評価で絶対評価である。
２　小学校教育生活科の特徴
・学習指導要領解説生活編4）にも明記されているよ

うに、生活科における究極的な姿は学習上の自立、
生活上の自立、精神的な自立という三つの自立へ
の基礎を養うことである。

・他教科が教科書を用い具体的な到達目標・内容に
沿って計画的に自覚的な学びを求めていく中で、
生活科は具体的な活動や体験を重視し、到達目標
を内にした方向目標である。

・学習内容は「学校と生活」「家庭と生活」「地域と
生活」、「公共物や公共施設の利用」「季節の変化と
生活」「自然を使った遊び」「動植物の飼育・栽培」

「生活と出来事の伝え合い」、「自分の成長」の９内
容である。「学校、家庭及び地域の生活に関する内
容」「身近な人々、社会及び自然とかかわる生活に
関する内容」「自分自身の生活や成長に関する内
容」の三層構造である。

・教育方法としては、子どもらが動き出したくなる
ような学習環境を設定していく。しかし、振り返
りや記録作業など直接教育も取り入れた間接教育
を行う。

・評価の原則は、その子の伸びを認め、「いいとこ探
し」をするのが基本である。しかし、木村5）が言
うように評価基準を設定して学習活動を展開して
いくので、評価基準を前提とした個人内評価であ
る。項目は①「知識及び技能の基礎」に関わるこ
と（知的な側面、情意的な側面がある）」②「思考
力、判断力、表現力等の基礎（気付きが表現され
ることで共有され、さらに新たな気づきが生まれ
たり、様々な気付きが関連付けられたりする「深
い学び」が求められる。）」③「学びに向かう力、
人間性等（意欲や自信をもって学んだり生活を豊
かにしたりすることが繰り返されることによっ
て、安定的な態度として養われるようにする。）」

　生活科における「気付き」とは「対象に対する一
人一人の認識であり、児童の主体的な活動によって
生まれるものである。そこには知的な側面だけでな
く、情意的な側面も含まれる。気付きは、確かな認
識につながるものであり、知識及び技能の基礎とし
て大切である。特定の習慣や技能を取り出して指導
するのではなく、思いや願いを実現する過程におい
て身に付けていく。生活上必要な習慣には、みんな
で生活するためのきまりに関わること、健康や安全

に関わることなどがある。」「また、気付きは次の自
発的な活動を誘発するものとなる。」そして「活動を
繰り返したり対象とのかかわりが深まったりするこ
とに伴い、無自覚的なものから自覚された気付きへ、
一つ一つの気づきから関連付けられた気付きへと質
的に高まっていくことが大切である。それと同時に、
対象に対する身体の振る舞いも洗練され、質の高い
ものになっていくのである。」
　この気付きの質を高めることは充実感や達成感、
自己有能感、一体感を高めることになり、「自己肯
定」を高め、やる気につながってくる。そして、「生
きる力」につながるのである。
３　幼児期の教育と生活科の相違点
＜時間の枠組み＞
　幼児期の教育では時間枠にとらわれず、遊ぶこと
自体を目的にして自由に自然発生的な遊びを行うこ
とが多い。生活科では同じように遊んでいても枠組
みがあり、計画的に設定された手段としての遊びを
行うことになる。
＜個別指導＞
　幼児期の教育では一人一人が自由に行動してお
り、教師はその主体的な行動が保証されるように一
人一人を見守り個別に対応していくことが多い。そ
れに対して小学校教育では「主体的・対話的で深い
学び」を目指しているが、グループ・一斉指導が多
く、個別指導をその中でしていく。生活科では他教
科よりは個別指導が確保しやすいが、個別指導を主
とする幼児期教育における対応には劣る。
４　幼小の接続と生活科
　「生きる力」の育成を目指す資質・能力の明確化が
なされ、全教科の目標及び内容が三つに再整理され
ている。生活科においても他教科と同じように設定
されているが「教科目標の末尾に『～見方・考え方
を生かし』とあり他教科のように「働かせ」となっ
てないのは、幼児期における未分化な学習との接続
という観点からである。つまり生活科が教育課程に
おいて、幼児期の教育と小学校教育とを円滑に接続
するという機能を持つことを学習指導要領は明示し
ている。
　また、「入学当初は、幼児期の生活に近い活動と児
童期の学び方を織り交ぜながら、幼児期の豊かな学
びと育ちを踏まえて、児童が主体的に自己を発揮で
きるようにする場面を意図的に作ることが求められ
る。それがスタートカリキュラムであり、幼児期の
教育と小学校教育を円滑に接続する重要な役割を担
っている。」
　総則第２の４の⑴ でも「生活科を中心に、合科
的・関連的な指導や弾力的な時間割の設定など、指
導の工夫や指導計画の作成を行うこと」が示されて
いる。
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Ⅲ　生活科の実際
１　１年生生活科「もうすぐ２年生」
　小学校学習指導要領の生活科の内容は９項目ある
が、その内容⑻は「生活と出来事の交流」で、「自
らの生活を豊かにしていくために低学年の時期に体
験させておきたい活動に関する内容」である。つま
り「自分たちの生活や地域の出来事を身近な人々と
伝え合う活動を行い、身近な人々とかかわることの
楽しさが分かり、進んで交流することができるよう
にする」ことである。
　コミュニケーション能力の育成が必要とされてい
る現在、言語活動の充実を授業の中で実践していく
ことができるのがこの生活科の内容⑻であると考
える。
　「伝え合い、交流する活動」を取り入れ、次年度に
入学してくる幼稚園の年長児を学校に招待し、双方
向の活動にしていきやすい「もうすぐ２年生」の単
元計画を実践した。そして、１コマの授業の中での
友達どうしの伝え合う活動も積極的に取り入れた。
一方通行ではなく双方向の伝え合う活動を積極的に
取り入れていくことで人とかかわる楽しさが分か
り、自分一人では気付けない質の高い気付きにつな
がっていきやすいと考えたからである。

⑴　期　　間
　実施期間はＸ年２月から３月にかけての授業11時
間（生活科８時間、国語科・図画工作科３時間）で
あった。
⑵　実施計画

１………一年間を振り返ろう（春、夏）
２………同上（秋、冬）
３………新しい一年生を招待しよう
４………同上
（国語科、図画工作科で準備…３時間）
５………お店屋さんの練習
６………招待しよう
７………招待したことを振り返ろう
８………同上

　「お店屋さんの練習」……５時
＜ねらい＞……五感を働かせて表現するコミュニケ
ーション能力を身に付ける。
＜展　開＞
　お店屋さんの心構えについて考える。
　お店に来てもらう、買ってもらうためには、気持
ちを伝えることが大事である。気に入ってもらえる
ようにするためには、一人一人を大切な人と思い、
好きになることである。
○ロールプレイをする。
　園児の方を見て話すポイントを図示し、担任とゲ
ストティーチャーがロールプレイをして見本を示

す。さらに担任と児童でロールプレイをした後、児
童同士でペアになり、園児役（お客さん）と児童役

（お店の人）のロールプレイをする。交替してやって
みてシェアリングをする。
　うまくできているところを認め、自信をもって当
日に臨めるようにする。
＜お客さんと対応する時のめあて＞
・しっかり目を見て
・大きな声で
・笑顔で（心から笑って）
・よく聴いて

　クラスを二分し前半・後半組に分かれてロールプ
レイをする。実際に品物を並べて、お客さんとお店
屋さん役になる。
　振り返りをする。
　お互いの「いいとこ探し」をする。自分の思い通
りに練習できて自信をもって本番が迎えられそうと
自信満々の笑みを浮かべた表情で終了した。

⑶　児童・園児の感想
　お店屋さんごっこをした直後に児童と園児ともに
感想を発表する。さらに園児がどう感じたか、園に
帰って反省会をした時の園児の感想を担任が記録し
て報告した。
⑶―１　「交流終了直後の感想」
・児童は「楽しかった」「いっぱい儲かった」「うま

くできた」と達成感・充実感に満たされて満足そ
うであった。

・幼児は「買い物をするのが面白かった」「新聞ゲー
ムが楽しかった」と満足そうであった。

⑶―２　「園児の感想」
・学校が広くて迷路みたいだった。
・勉強を見せてもらえてうれしかった。
・算数がすごかった（引き算）。
・お買い物ごっこが楽しかった。もっといっぱい買

いたかった。
・新聞のゲームが楽しかった。新聞が大きいままで

うれしかった。
・いろんなところへ行けるのが楽しかった。
・本がいっぱいあってすごかった。
・早く一年生になりたい。
⑶―３　「自己肯定」「注意集中」「情緒の安定」
　単元学習の前後で鈴木6）の自己肯定ストレス反応
尺度を実施した。「自己肯定」を pre-post で対応の
あるｔ検定で比較したが有意な差は認められなかっ
た。しかし、下位の項目ごとにみると『注意集中』 
尺度のうち「何もかも楽しい」「やる気がわいてく
る」や『情緒の安定』のうち「失敗しても別に気に
ならない」「不機嫌で怒りっぽい」で有意な差が認め
られた。
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２　２年生生活科事例
２―１兼務園との実践事例
　教育課程をはじめ年間計画等の印刷物が配布され
相互の動きが把握しやすい状況であったので、教師
間の交流や児童と園児の交流も容易に実現できた。
　とにかく、何か行事があると交流した。入学前の
体験入学や１日入学から始まり、生活科で「お店屋
さんごっこ」をするときは招待し、「遊びランド」を
開催する時、「自作絵本による読み聞かせ」、「音楽会
のリハーサル」、「運動会の練習」、「花の種のプレゼ
ント」と交流した。園でも「サツマイモパーティー」

「クリスマス演奏会」「落ち葉拾い」「生活発表会」と
２年生を招待する。
　その都度、交流する名前は指定して最低限の交流
ができるようにしておく。しかし、その子以外の子
ともグループになり遊んでいる場合が多い。そして、
その時の２年生の生き生きしている姿に驚かされ
る。学級の中ではおとなしく、目立たない存在の子
が大変身した姿を見せてくれるからである。年少の
子に対するお姉さんお兄さん振りは素晴らしく見て
いてほほえましいものである。その経験は次への楽
しみとなり、次の企画が出されると大喜びであるし、
自分たちから出かけていくことを提案するようにな
った。また、お礼といって園児の方からの招待があ
り、結果として年間何度も交流することとなったの
である。
　当然、園児も大喜びで仲良くなり、放課後一緒に
遊ぶ姿も見られた。
　また、中学校区の交流も行われた。教師間での情
報交換会や公開授業参観日を設定し、参加を義務付
けた。
　園児と児童の接続について、園の先生は「年長児
の時はお兄さんお姉さんとして年少児の面倒をよく
見、生き生きしていたのに、１年生になるとまるで
別人のように何もできない子になっている姿を参観
して驚く」と言われるのを何度も聞いた。「もっと信
頼して任せたらできるのに。せっかく育っているの
に残念。」と考えていた。現実には、６年生から見た
ら何もできないと感じる１年生であり、毎朝、手を
引いて一緒に登校している。入学時の緊張もあるの
か１年生の先生から見ても、できないので手をかけ
ようとするようだ。

３　先行研究
３―１　幼少連携のカリュキラムづくり（東京都中
央区7）の実践事例）
　年長から一年生の部分だけを見るのではなく、３
歳から12歳の９年間の連続した学校教育と考えてカ
リキュラムを作成した。教育内容のつながりは、「く
らし」「社会」「文化との出会い」の三つの視点から
なされている。互恵的に継続的に交流学習で学びが

豊かになることをねらっている。幼稚園と小学校の
教師たちは園児も児童も育てるという意識に変容し
ていった。
　小学校教師へのアンケート結果を集約すると「幼
稚園でおさえること」は①人への信頼関係の基盤を
培う②基本的な生活習慣を身に付ける③五感を揺さ
ぶる、体のいろんな機能を使って発達を促す の３点
であった。「幼稚園からおさえておくこと」は①主体
的な生活態度の育成につながること②創造的に何か
を作り出そうとする姿勢や力の育成につながること
の２点であった。

３―２　スタートカリキュラムの事例（横浜市8）の
実践事例）
　入学後１か月間を「できる」「わかる」環境づくり
を心がける。進んで実践できる環境を用意し、学校
生活の自信がもてるようにする。活動の手順や伝え
ること等を可視化した。混乱せず安心して学習する
ために学習のルールを示した。時間割は「なかよし」

「わくわく」「ぐんぐん」タイムの３つを設定する。
「なかよしタイム」はコミュニケーションタイムで、
自由遊び、リズム体操、ふれあいゲーム、相談ゲー
ム、読み聞かせ等を行う。また、外遊びの時間も十
分確保している。「わくわくタイム」は生活科を中心
とした他教科との合科的・関連的に学習を展開し学
ぶ意欲を育てた。「ぐんぐんタイム」は遊びを中心と
した学びの芽生えから自覚的な学びへと移行するた
めに合科的・関連的に展開できるカリキュラムの編
成を行い展開する。
　保幼小交流活動は計画に基づき交流し、園児や自
動、保護者・指導者みんなの学びの場となりスター
トカリキュラムの土台となった。

Ⅳ　考　　察
１　「自己肯定」「注意集中」「情緒の安定」
　『自己肯定』『注意集中』『情緒の安定』はいずれも
統計的には向上していなかった。しかし、『自己肯
定』が向上するためには今までの経験から６カ月か
ら１年は必要としたので、今回のように１カ月余り
では無理があると考えられる。
　しかし、交流時の児童と園児の生き生きとした表
情や笑顔や交流直後の感想から満足していたことは
確かである。「何もかも楽しい」「やる気がわいてく
る」「失敗しても別に気にならない」「不機嫌で怒り
っぽい」の項目で有意な差が認められた。「何もかも
楽しい」「やる気がわいてくる」の有意な差は『注意
集中』が高まり、関心・意欲が向上し「主体的に学
習に取り組む態度」が育成されつつあることを示し
ていると考える。「失敗しても別に気にならない」の
有意な増加は自信の表れで、「不機嫌で怒りっぽい」
の有意な減少は『情緒の安定』が感じられる。これ
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らは園児や友人と関わる過程で自分自身の成長に気
づき、活動の楽しさや満足感、成就感などを感じ、
意欲や自信になっていくと考える。これを繰り返す
ことでさらに『自己肯定』が向上していき「生きる
力」につながっていくと考えられる。　今後はこう
いう取り組みを継続して実践していくことが大切だ
と考える。また、2014年の中央教育審議会で「子ど
もの自信や可能性、能力を引き出す教育を行うこと
ができる制度の構築が今、我が国において急務」と
され、自己肯定感を高める教育の必要性が提言され
ている。
　教師自身が「自己肯定」を高めるという目標を明
確化し、日々の指導に臨むことで子どもの言動の変
容した姿と化していくと考える。
２　「幼小の円滑な接続としての生活科」
　幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続のために
は、相違点である「時間の枠組み」や「教科の学び」
への順応に向け工夫することが必要である。そのた
めには、幼小の教育内容をしっかり把握し、指導者
が連携して生活科中心の合科的・関連的カリキュラ
ムを作成し、幼児期教育で培った能力を伸長し展開
することが大切である。
　また、生活科の学習を通して基本的生活習慣を身
に付けて学習ルールを守ることも必要である。前述
したように、教科の中で幼児期教育に一番類似して
いる生活科が、幼児期の教育から小学校教育への接
続に大いに役立っている。この生活科を中心にスタ
ートカリキュラムを作成していくことが解説書にも
明示されたことでより円滑な接続が可能になること
を願う。
　円滑な接続のためには、もっと連携が必要である。
園に見学に行き、お兄さんお姉さんぶりを発揮して
いる姿等をしっかり観察し、どのような現状なのか、
どのような力を身に付けて入学してくるのか、しっ
かり把握する必要があると考える。情報交換会で特
別に支援が必要な子の表面的な情報を得るだけでな
く、より深い一人一人の現状把握が必要である。主
体的な分かる楽しい授業を展開するにも実態に合わ
せていく必要がある。先行研究にもあったように、
幼児期に培った資質・能力を伸長し、生活科中心の
合科的・関連的に展開できるカリキュラムづくりが
必要である。
　また、先行研究で実践されていた「できる」「わか
る」環境づくりを心がけることも大切である。進ん
で実践できる環境を用意し、学校生活への自信がも
てるようにすることである。
　幼小の大きな相違点に時間の枠組みがある。時間
枠がなく自由に過ごしていた園生活からチャイムに
合わせて時間割通りに動き制限される小学校生活へ
のギャップは大きいのかもしれない。なぜなら最近
は、基本的生活習慣が身についていない子が多いか

らである。
　一人で自由に過ごす子が増えており、制限される
生活に慣れていないのである。自由気ままな家庭生
活や園生活を送ってきた園児たちの小学校への接続
の第一歩は、弾力的な時間割を設定する工夫だけで
なく、生活科の学習の中で基本的生活習慣を身に付
けてルールを守ることであると考える。鈴木9）もそ
うであったが、基本的な生活習慣は大切である。そ
れは、アメリカの心理学者マズロー10）の言う欲求５
段階説での「安全の要求」に相当する。つまり、自
分を守り、他の人をも守るためのルール作り・遵守
が必要なのである。そうすれば、次の段階の「所属
の要求」へと近づき、学級集団が成立することにな
る。身近なルールは、命を大切にするためのもので
ある。つまり、よりよい生活を送るためには、自他
の命を大切にすることが必要であり、ルールを守る
ことが大切なのである。

Ⅴ　おわりに
　本論文では、幼児期の教育と小学校生活科の特徴
について概説し、さらに、先行研究や生活科の実践
事例を概観し、幼児期の教育と小学校教育の円滑な
接続のための生活科の役割について考察することを
目的とした。
　幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続のために
は、次のような点が考えられる。
　幼小の教育内容をしっかり把握し、指導者が連携
して生活科中心の合科的・関連的カリキュラムを作
成し、幼児期教育で培った能力を伸長し展開するこ
とである。
　生活科の学習を通して基本的生活習慣を身に付け
て学習ルールを守ることである。
　「生きる力」の育成に向けて、「自己肯定」を向上
させていく。
　幼小の円滑な接続のためには幼児期教育と小学校
教育をつなぐ生活科の役割が重要であることが再認
識できた。生活科とは「自立への基礎を養う教科」
であり、「生きる力」を育成するための基礎・基本で
もある。「自己肯定」を高め「生きる力」を直接に学
ぶ中心的な教科である生活科が今後も発展していく
ことを願う。
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Role of the Life Environment Studies in Connecting  
Pre-school and Elementary School Education

Hisako Suzuki

Abstract
　In this study, we outline, for the purpose of discussion, characteristics of pre-school education 
and elementary school education, the practical aspects of previous research and life environment 
studies, and the role of life environment studies in facilitating a smooth connection between pre-
school education and elementary school education. 
　For a smooth connection between pre-school and elementary education, the following points 
should be considered；① Understanding the content of elementary school education through a 
well-prepared, comprehensive, and related curriculum centered on life environment studies, 
developed in cooperation with leaders, and expanding the abilities cultivated in pre-school 
education；② Learning basic lifestyle features through life environment studies physics and a 
continued commitment to learning the rules that pertain to the new environment；③ Learning 
a “zest for life”, which improves self-affirmation. 
　For a smooth transition for young children, the important role of life environment studies in 
connecting pre-school and elementary school education has been affirmed. Life environment 
studies constitute a subject that cultivates a foundation for independence and is also a 
fundamental branch of study for nurturing a zest for life. It is our hope that life environment 
studies, a central discipline for directly developing self-affirmation and zest for life, continues 
evolve.

Key Words
　Life environment studies, Connection between pre-school education and elementary school 
education , Pre-school education, Self-affirmation, Zest for life
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はじめに
　平成30年度から新しい幼稚園教育要領1）によっ
て、実施される。その中の第１章総則第１で「幼稚
園における教育は、生涯にわたる人格形成の基礎を
培う重要なものであり、幼稚園教育は、学校教育法
第22条に規定する目的を達成するため、幼児期の特
性を踏まえ、環境を通して行うものであることを基
本とする」とある。その中で、「幼稚園における教育
は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なもの」
であると新しく追加されている。そして、「生きる力
の基礎を育成するように努めなければならない」 

「義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとす
る」と幼稚園教育の大切さが明記されている。
　また、この度の幼稚園教育要領の改定で「幼児期
の終わりまでに育ってほしい姿」として10項目が示
されている。「健康な心と体」「自立心」「協同性」 

「道徳性・規範意識の芽生え」「社会生活との関わり」 
「思考力の芽生え」「自然との関わり・生命尊重」「数
量や図形、標識や文字などへの関心・感覚」「言葉に
よる伝え合い」「豊かな感性と表現」である。
　この中の一つである「思考力の芽生え」は2005年
の中央教育審議会の答申において「生きる力」を育
むための思考力・判断力・表現力などの育成が幼児
教育の改善の方向性として示され、2008年以降は幼
稚園教育要領に明記されている。今回も思考させる
ことに重点が置かれている。その背景の一つとして、

理数教育における国際的比較調査結果2）によると、
学習意欲が乏しく理数が得意な子が少ないという日
本の現状がある。また、平成24年度の全国学力学習
状況調査結果3）によると「理科」の学習において、
小学校６年生、中学校３年生で共に「結果の整理、
考察」「自然の決まりや仕組みを使って説明する」こ
とが共通の課題となっている。これらは科学的思考
力に深く関わる内容である。
　幼児期における領域「環境」のねらいは⑴「身近
な環境に親しみ、自然と触れ合う中で様々な事象に
興味や関心をもつ」⑵「身近な環境に自分からかか
わり、発見を楽しんだり、考えたりし、それを生活
に取り入れようとする」⑶「身近な事象を見たり、
考えたり、扱かったりする中で、物の性質や数量、
文字などに対する感覚を豊かにする」である。よっ
て、「思考力の芽生え」に直接関連するのは領域「環
境」と考えられる。
　教育の内容は「健康」「人間関係」「環境」「言葉」

「表現」の５領域に区分されているが、幼児期の教育
は各領域に分かれて行われるわけではなく、日々の
教育配慮における配慮の視点である。そのため「思
考力の芽生え」も、５領域すべてに関わっているが、
領域「環境」が特に関連が深いと考えられる。
　そこで、本論文では、領域「環境」の視点から科
学的思考力について概説し、さらに、先行研究や実
践事例を概観して、幼児期における「思考力の芽生
え」をどう育成していけば小学校教育の科学的思考
力へと発達していくのか考察することを目的とした。

報 告
幼児における科学的思考の育成

鈴　木　久　子

抄　録
　本論文では、領域「環境」の視点から科学的思考力について概説し、さらに、先行研究や実践
事例を概観して、幼児期における「思考力の芽生え」をどう育成していけば小学校教育の科学的
思考力へと発達していくのか検討することを目的とした。その結果、次のような点が考えられた。

①そのタイミングを逃さず、幼児に寄り添い、共に考えたり、試したりする。
②幼児の試行を促すような日々の環境構成を工夫する。
③友達の働きかけを促すための仲立ちをする。
④一人で「物との対話」する時間を確保する。
⑤物性教材による「科学遊び」を活用する。

　科学的思考力を育成するためには、幼児期における思考の芽生えを大切にし、適切に対応する
保育者の関わりが重要であることが再認識できた。感性は一朝一夕では高まらない。保育者自ら
が科学的な感性を持てるように今後も日々の授業で学生と共に取り組んでいきたい。また、実践
に役立つ具体的な授業展開例も検討していきたい。
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Ⅱ「思考力の芽生え」から科学的思考へ
１　思考力の芽生えとは
　幼稚園教育要領によると「思考力の芽生え」とは、

「身近な事象に積極的に関わる中で、物の性質や仕組
みなどを感じ取ったり、気付いたりし、考えたり、
予想したり、工夫したりするなど多様な関わりを楽
しむようになることである。また、友達などの様々
な考えに触れる中で、自分と異なる考えがあること
に気付き、自ら判断したりするなど、新しい考えを
生み出す喜びを味わいながら、自分の考えをよりよ
いものにするようになる」ことである。
　幼稚園や保育園・子ども園では小学校１・２学年
の生活科、小学校３学年以降の理科の学習につなが
る科学性の基礎として、身の回りの事象や物事に対
する態度や感性、好奇心や探求心を育んでいくこと
を重視する。幼児は、好奇心や探求心をもって対象
と関わり、関わりを深めることを通して、次第に物
の特性や物事の法則性に気づいてくる。周囲の環境
と関わる体験が一つの科学体験であり科学的思考の
芽生えになる。科学的に筋道立てて思考することよ
りも、対象と関わる中で知的好奇心や探求心が芽生
えた時に、幼児なりの理屈を見出そうとするのであ
る。中沢4）は言葉より先に「外界に働きかけること
によって問いを見出そうとする思考」が現れ、この

「思考行動」が科学する心を育むと述べている。ま
た、幼児期は、科学的思考の誘引には物性教材（物
理・化学分野で扱うもの、自然現象）を扱うことが
有効であると述べている。ものや自然現象はすぐに
結果が判明するので、自分のペースで納得するまで
繰り返し確認できるからである。
　無藤5）によると日常の中にある疑問や驚きが科学
の始まりであり、日常生活の中には科学的なものの
見方やアプローチの仕方の基本がすべて含まれてい
ると述べている。

２　科学的思考力とは
　中学校学習指導要領解説理科編6）では、「理科にお
ける見方・考え方」は「自然の事物・現象を、質的・
量的な関係や時間的・空間的な関係などの科学的な
視点で捉え、比較したり、関係づけたりするなどの
科学的に探究する方法を用いて考えること」と示し
ている。
　小学校学習指導要領解説理科編7）によると今回の
改定の内容は「思考力、判断力、表現力等」の育成
の観点から、これまでも重視してきた問題解決の力
を具体的に示し、より主体的に問題解決の活動を行
うことができるようにしている。「問題を科学的に解
決する」ということは、自然の事物・現象について
の問題を、実証性、再現性、客観性などといった条
件を検討する手続きを重視しながら解決していくと
いうことと考えられる。児童は、問題解決の活動の

中で、互いの考えを尊重しながら話し合い、既にも
っている自然の事物・現象についての考えを、少し
ずつ科学的なものに変容させていくのである。さら
に、児童は、問題を科学的に解決することによって、
一つの問題を解決するだけに留まらず、獲得した知
識を適用して、「理科の見方・考え方」を働かせ、新
たな問題を見いだし、その問題の解決に向かおうと
する。この営みこそが問い続けることであり、自ら
自然の事物・現象についての考えを少しずつ科学的
なものに変容させることにつながるのである。
　また、小学校学習指導要領解説生活編8）によると
改定の基本的な考え方は「体験的な学習を通して育
成する資質・能力（特に思考力、判断力、表現力等）
が具体的になるように見直すことにした」と明示さ
れている。教科目標⑵は「身近な人々、社会及び自
然を自分との関わりで捉え、自分自身や自分の生活
について考え、表現することができるようにする」 
と「思考力、判断力、表現力等の基礎」としての資
質・能力について明示している。ここで言う「考え
る」とは、児童が自分自身や自分の生活について、
見つける、比べる、たとえるなどの学習活動により、
分析的に考えることである。また、試す、見通す、
工夫するなどの学習活動により創造的に考えること
である。「表現する」とは、他者と伝え合ったり、振
り返ったりすることである。一人一人の気づきなど
が表現されることによって確かになり、交流するこ
とで共有され、そのことをきっかけに新たな気づき
が生まれたり、様々な気づきが関連付けられたりす
る。そうして深い学びが実現していくと考えられて
いる。
　このように、思考を顕在化し、既有の知識や実験
結果を意味づけたり関係づけたりして、根拠をもっ
て考え合うことが科学的思考のもとになるのである。
　「評価の観点」からみた科学的思考力とは何か。小
学校では、自然の事物・現象から見いだした問題に
ついて追及する中で、（３学年―差異点や共通点、
４学年―既習の内容や生活経験、５学年―予想や 
仮説、６学年―より妥当な考えを作り出す力）を基
に、問題解決の力を育成することである。中学校で
は科学的に探究する能力の基礎と態度を養う。小中
で系統だって連続的に指導すべく計画されているの
である。
　このように幼小中と関連し合って科学的思考力は
育成されていくと考えられる。

Ⅲ　実践事例
１　大阪Ａ大学付属Ａ幼稚園9）の「思考力の芽生え
を養う教育」

⑴　育ちの過程を捉える２つの柱
○　遊びの中で「ものと関わる活動を通して、見つ
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ける・試す・繰り返す」などの子どもの姿をとらえ、
思考力の芽生えを探る。
○　友達と互いに言葉をやり取りする中で、友達の
気づきや考えに触れ、新しい考えを生み出している
場面を捉え、思考力の芽生えを探る。
⑵　思考力を養うために大切にすること

３歳児：様々なものとの関わりの中で、不思議
に思ったり、面白さを感じたりする。

４歳児：友達との関わりの中で、いろいろな考
えや思いに気づき、自分の遊びに取り入れよ
うとする。

５歳児：自分なりに予想をつけて、材料を選ん
だり試行錯誤を繰り返したりすることを楽し
む。

⑶　教師の援助・環境構成
３歳児：手触りのよいもの、可塑性のあるものな

ど様々な素材との触れ合いを楽しませる。
４歳児：幼児の気づきや面白さを友達同士で共

感できるように仲立ちをする。
５歳児：幼児の考えや予想を受け止め、教師も

共に考えたり、友達も一緒に実現したりでき
るような環境構成を工夫したりして、達成感
や充実感を味わわせる。

⑷　実践例
３歳児：砂場のホースを上の気に掛けるという

教師の意図的な環境の工夫に興味を示し、自
分たちで水の集め方を探し始め、ホースの動
きに合わせて自分も動きバケツで集める。

４歳児：紙を細くはさみで切ってジュースを作
って遊んでいた翌日に、タイミングを逃さず
教師がミキサーを出しておく。すると、目を
輝かせて作り始めた。教師も共に考え、さら
に香りのエッセンスを加え、本物らしくする。
子どもは紙の量や色合いを変えいろいろなジ
ュースを作る。教師は友達同士で共感できる
ように仲立ちをしていた。

５歳児：運動会で恐竜の表現遊びを楽しんだ
後、子ども祭りで、びっくりさせる恐竜の迷
路とトンネルを作ることになった。遊び方を
言葉に出し友達とイメージを共有しようとし
たり、段ボールを立体にする方法を考えて試
したり、友達と分担して実現しようとする姿
が見られた。教師も共に考えていた。

２　愛知公立B幼稚園10）の例「思考力の芽生えを培
う活動（３歳児）」

　保育のねらい
　認知的要素として、

「観察」：ある観点をもって自然の物事・現象を観な
がらそれについて語る技能。

「分類」：ある視点に基づいて自然の物事をグループ
化する技能。

「コミュニケーション」：発見したことや自分の考え
を他者と言葉や文章、さらには絵画表現・身体表現
等を介して伝え合う技能。

情意的要素として、
「興味・関心」：事物や人などの対象に関わりたいと
思う気持ち。

規範的要素として、
「規律」：集団の中で時間・約束などの決まりを守る
技能。

３歳児の実践例（虫探し）
　５月の事例：一人の子どもがダンゴ虫を探し教師
の問いかけに返事をする。友人とのやり取りでは言
葉数は少ない。興味をもって見ていたり、まねてや
ってみようとしたりする行動がみられる。
　６月の事例：子ども同士の言葉数が増え、やって
みようとする姿も出てくる。遊んでいた子以外の子
も参加する。
　11月の事例：異年齢児の姿を見てまねる子が出て
くる。よりたくさんの虫を見つけ出す方法を見つけ
挑戦する。友達が加わることで新たな方法に気づい
たり、意欲に結び付いたりしている。
　遊びの中で「認知的要素」で理解したり得ること
ができたりした情報を、教師や友達を介して「情緒
的要素」につなげ、また、「認知的要素」が得られる
といった連鎖から思考力につながっていった。この
事例でも教師が幼児の思いを橋渡ししたり、友達の
様子を見たりすることがそれぞれの要素をつなぐも
のになっていた。

３　大阪公立Ｃ幼稚園11）の例「磁石遊び活動（３歳
児）」

⑴　分析方法
　認知特性を「観察」スキル、「コミュニケーショ
ン」スキルに着目して分析する。
⑵　実践例
　磁石遊びに用いる身の回りにある５種類の物を種
類ごとに物質名を聞く。それらが種類ごとに５テー
ブルに配置されているので、磁石を近づけ、つくか
つかないかを探求する。
　３歳児の段階の「観察」スキルは、まだ予測や推
測をするレベルに達していない。場当たり的に試行
した後、現象を観察しながら考えたり、考えながら
観察したりしていた。また、「コミュニケーション」
スキルについては、探求に専念しながら自分の発見
をするまでは、他者と対話することなく一人で思
考・探求する「物との対話」を行っていた。「物との
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対話」の時間は思考のための知識や経験の蓄積、自
分なりの考えである素朴概念を醸成するための重要
な時間なので教師が介入したり、意図的に友達を介
入させたりすることは避け、一人で「物との対話」
する時間を確保していた。

Ⅳ　考　　察
１　保育者としての役割
　ハーレンら12）は保育者が効果的に関わるのに４つ
の役割が必要と述べている。触媒、世話役、助言者、
モデル役である。触媒としての役割は、共感したり
認めたりしてやる気を起こさせること。世話役は環
境構成を整えること。助言者は適切な情報を与え、
可能性や方向性を示す活動である。モデルの役割は、
保育者自らが好奇心をもって観察・試行する姿を示
すことである。先行研究や実践報告の結果はこれら
と一致すると考えられる。
２　保育者の感性
　水集めや虫探し、ジュースづくりなどで幼児が発
見し驚いている時、そのタイミングを逃さず共感で
きる感性があればしっかり受け止めて、次への遊び
へと発展させたり、より深い探求へとのきっかけと
なったりできる。せっかくの体験をそのままで終わ
らせないためにも受け止め共感できる感性を磨くこ
とが必要である。そして、タイミングよく支援して
いくことが大切である。
３　友達の働き
　虫探しやびっくり迷路、トンネルづくりなど、ど
の活動も友達の影響は大きい。幼児の気づきや面白
さを友達同士で共感できるように保育者は仲立ちを
している。保育者の共感だけでなく友達の共感を得
られることで充実感や達成感はさらに充実できるか
らである。また、友達が加わることで情報交換し新
しい気づきが生まれ、思考が深まったりやる気も高
まったりする。砂上13）によると子どもの思考は具体
的な物や人と関わる中で育まれると述べている。ま
た、そのための必要な援助は「子どもが始めたこと
を一緒に楽しむ」「子どもの疑問には正解よりも関
心を示す」「子ども同士のつながりを生み出し、深 
める」ことが重要であるとしている。友達とのコミ
ュニケーションは重要な役割を持っているのである。
４　物との対話
　磁石遊びにおける３歳児の観察は、予想をしなが
ら観察するのではなく、場当たり的に試行後の現象
を観察しながら考える傾向がある。まだ、予測や推
測をするレベルに達していないと推測される。一人
で「物との対話」する時間を確保することは、４・
５歳児においても思考のための知識や経験の蓄積、
さらに素朴概念を醸成するために重要である。
５　環境構成
　思考行動が幼児の科学する心を育むのであるが、

自然現象や自然法則が思考行動を支配しており自分
の思い通りにはならない。物性教材（物理・化学分
野で扱うもの、自然現象）を使った科学遊びは、す
ぐに結果を見ることができるので納得ができるまで
繰り返し確認することができる。したがって、科学
的思考を誘引すると中沢4）は述べている。
　思考力とは遊びに熱中すること、自然に触れるこ
となどの体験することで養われる。幼児の特性を理
解し、そのタイミングを逃さず教師も幼児の試行過
程に寄り添い、共に考えたり、試したりできるよう
な日々の環境構成が大切である。

Ⅴ　おわりに
　本論文では、領域「環境」の視点から科学的思考
力について概説し、さらに、先行研究や実践事例を
概観して、幼児期における「思考力の芽生え」をど
う育成していけば小学校教育の科学的思考力へと発
達していくのか検討することを目的とした。
　幼児の思考力の芽生えを小中学校における科学的
思考力に育てていくためには、次のような点が考え
られた。

①そのタイミングを逃さず、幼児に寄り添い、共
に考えたり、試したりする。

②幼児の試行を促すような日々の環境構成を工夫
する。

③友達の働きかけを促すための仲立ちをする。 
一人で「物との対話」する時間を確保する。 
物性教材による「科学遊び」を活用する。

　科学的思考力を育成するためには、幼児期におけ
る思考の芽生えを大切にし、適切に対応する保育者
の関わりが重要であることが再認識できた。感性は
一朝一夕では高まらない。保育者自らが科学的な感
性を持てるように今後も日々の授業で学生と共に取
り組んでいきたい。また、実践に役立つ具体的な授
業展開例も検討していきたい。
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Fostering Scientific Thinking in Young Children
Hisako Suzuki

Abstract
　This thesis investigates scientific thinking ability from the perspective of the ‘domain 
environment’, provides an overview of preceding research and practical cases, and sets out an 
approach that stimulates ‘thinking power’ in early childhood through to elementary school 
education. The research undertaken examined whether the achievement of thinking power can 
develop into scientific thinking ability. The main points raised by this research were as follows:

① �Timing and close physical contact are important, particularly when thinking and trying 
together. 

② A daily environmental routine that encourages infants to try.
③ Encouragement from infant peers, supported by the caregivers.
④ Dedicated time for ‘dialogue with things’, independently.
⑤ Utilization of science play with sensory teaching materials.

　To cultivate scientific thinking ability, the stimulation of thinking power in early childhood was 
investigated, providing further confirmation of the importance of the child’s relationship with the 
caregiver and the caregiver’s appropriate responses. Awareness of these findings and how they 
can positively impact the scientific thinking ability of children is a novel concept and will take 
time to become established. Toward that establishment, further research in the following areas 
is required: further observations in the classroom environment with a focus on caregivers and 
their scientific sensitivity, and the development of classroom examples to provide useful guidance 
for caregivers.

Key Words
　Domain environment, Thinking power, Scientific thinking ability, Early childhood, Zest for life
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１　はじめに
　平成29年の『幼稚園教育要領』『保育所保育指針』

『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』の３法令
同時改訂は、幼児教育の内容と質を３つの幼児教育
施設で揃えていこうとする内容である。これまで多
くの園で取り組んできた季節や地域の行事などを反
映した造形活動を、幼児期の終わりまでに育って欲
しい姿を意識しながら計画・評価することが明記さ
れており、小学校教育との接続の連続性を踏まえ、
カリキュラム・マネジメントを行うということが注
目すべき改訂のポイントである。
　幼小間の接続をなめらかにつなぐため、昭和52年
より「造形遊び」が小学校に導入され、平成４年に
は生活科も設置された。そこでも幼保と小学校では
教育内容・方法は、子どもの発達段階を踏まえ明ら
かに性質の異なるものであった1）。「主体的・対話的
で深い学び」の充実のために幼保で行うことは、園
全体として各活動の内容や、人的・物的体制の確保
について、活動を行うたびに振り返りを行い、深い
学びのために環境を再構成していくことであり、こ
れまで以上に柔らかく丁寧に子ども達をみつめ、保
育者自身が日々子ども達の中に芽生える新しい発見
や学びに、共に喜び、感動する姿勢が大切になって
くる。
　このたびの改訂も「環境による教育」をベースに
考えることは保持されており、幼児教育において育
みたい資質・能力を、小学校から高等学校まで一貫
して育まれていく「知識及び技能」「思考力、判断
力、表現力等の基礎」「学びに向かう力、人間性等」
へ繋がるものとして定義している。これは幼保にお

ける造形活動も、小学校以降の図画工作・美術と同
じく、めまぐるしく変化する世の中で生きる人間に
とって「美的想像力」「より良くしていこうとする
力」の基盤を作るために重要なものであると改めて
強調されたと理解して良いだろう。そのためには、
これまで以上に保育者は、自身が設定したテーマの
中で子ども達の活動を閉じ込めていないか、環境の
再構成まで含めたダイナミックな活動を想定できる
か、人的・物的環境は整っているか、どのような学
びが積みあがっているかを確認する必要がある。そ
れこそが幼保における「学びの連続性」を意識した
活動であり、このたびの改訂で繰り返し強調される

「カリキュラム・マネジメント」であるとも言える。
　幼稚園・保育園・子ども園での教育の内容と質を
揃えていくために改訂された各要領・指針ではある
が、園の経営状況によっては、人的・物的環境が整
うのに時間を必要とする場合もあるだろう。また保
育園の場合、園による創意工夫2）の１つとして外部
講師による様々な講座を時間割のように組み込んで
いる場合もあり、このたびの改訂を受け、カリキュ
ラム・マネジメントが間違った方向へ進展し、活動
が更に時間的にも内容そのものも分断・教科化の前
倒しが生じ、このたびの改訂が目指す幼少期におけ
る「深い学び」から遠ざかる危険もあるのではない
かと危惧している。
　本研究では、平成26年９月から倉敷市内の私立保
育園にて外部講師として継続的に実践した活動を

「学びの連続性」に着目して分析し、「深い学び」に
向けて必要な手立てについて考察を進める。

２　「ひと」に着目した造形活動計画について
２―１　経緯
　今回実践を行った倉敷市内の私立保育園は、様々

報 告
学びの連続性に着目した保育園での造形活動について 

―「ひと」に着目をした造形活動の実践を通して ―
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なジャンルの外部講師を招いての園独自の活動を長
年行っており、地域の行事にも積極的に参加をして
いる大規模園である。先述の通り様々な外部講師を
招いて活動を組み立てているため、１日の活動も分
断されやすい。「地域行事・外部の人材との関わり 
の強さ」が当園の特徴であり、それゆえに「時間と
場所の制限」が起きているとも言える。
　長年勤めていた絵画講師の退職に伴い、平成25年
より絵画講師としておおよそ１ヶ月に１度訪問する
ことになった。初回の保育者への絵画講習に期待す
ることに関する聞き取り調査から、絵画領域の活動
に不安を抱いている保育者は多く、特に児童画コン
クールに向けての制作が保育者にとっての負担とな
っていることが分かった。絵画講習の会場は遊戯 
室、活動時間は３～４歳児については１回30分、５
歳児については１回60分という設定となった。様々
な行事が錯綜する園なので、年間行事を軸に造形活
動を組み立てにくい状況であることも分かった。
　そこで、外部講師として指導計画を作成するにあ
たり「子どもの意識の流れと学びの連続性」に着目

することにした。造形活動が目指すところは、自分
達の生活や人生をより良く、より豊かにすることで
あり、誰もが日常の中で実践・実感できる生きる力
となって作用し続けることである。外部講師として
活動の場所に登場すること自体は、子ども達の日常
から乖離した特別なことかもしれないが、たとえ１
ヶ月に１度の活動であったとしても、活動の組み立
てを工夫すれば、特別な活動ではなく子ども達にと
っての日常になり得るだろう。限られた時間内での
活動を１ヶ月というロングスパンで繋げながら、子
ども達の中で確かな学びとして積み重なるものにし
ていくためにも「どのようにして子ども達の意識を
つなげていくか」「どのようにして切れ切れの活動
が積み重なるだけではなく、就学以降の支えになり
得る深い学びになるまで活動を組み立てるのか」を
軸に、当園の独自性でもある「絵画表現」を深めて
いくための造形活動計画が当面の課題となった。当
園の教育目標を元に造形活動における指導計画を作
成、手探りながら2013年７月から活動をスタートし
た。

表１　2013年度絵画講習年間指導計画

　2013年度　絵画　年間指導計画（案）

　保育の方針（・元気で明るくよく遊ぶ、・集団生活を通して
日常生活に必要な基本的生活習慣を養う、・子どもの個性に
応じて創造性豊かなのびのびとした思考力、表現力、感性豊
かなこどもに育てる）に対応する形で、絵画の時間のねらい
を次のように設定する。

１．�絵画を中心とした造形活動を、主体的に楽しむことができ
る。

２．�用具や教室の準備や片付け、それらの正しい使い方を身
につけることができる。

３．�体験したことや自分が感じたことを、自由に表現するこ
とができる。

　実現するための具体的な手立ては次の通り。

１．�絵画を中心とした造形活動を、主体的に楽しむことができ
る。
⑴　�指導者は活動のヒントとルールのみを提示し、その

先は子どもたちで表現を広げていけるよう、課題の
設定を工夫をする。

⑵　完成を強要しない。

⑴について……与えられた課題や材料・それぞれの子ど
もの活動が化学反応を起こすことで新しい表現が生ま
れます。それらをクラス全員が共有する財産へと発展
できるよう、共同制作や相互鑑賞の時間を積極的に設
けていきます。

⑵について……完成を求めすぎると、形を整えること、
大人が観ても理解できる表現を、無意識のうちに子ど
もに強要してしまいがちです。一本の線しか引けない
時間があったとしても、そういう日もあるということ
で大らかに見守りたいと思います。

・　�用具や教室の準備や片付け、それらの正しい使い方を身
につけることができる。
⑴　�準備や片付けも制作活動の大切な要素として考え、

子どもが自主的に動けるような手立てを工夫する。
⑵　�道具の扱い方については、具体的でシンプルな表現

で繰り返し説明をする。

⑴⑵について……道具は手の延長です。使い慣れること
で、道具を使うための筋力もつき、表現したい思いが
作品に反映されやすくなります。制作活動を通して、
道具の重要さを実感させ、それらを大切に扱う気持ち
を育てていけたらと思っています。

・　�体験したことや自分が感じたことを、自由に表現するこ
とができる。
⑴　�子どもの実体験や思い出、考えを尊重し、それらを

出発点にした造形活動を行う。
⑵　挑戦や工夫を大いに推奨する雰囲気をつくる。
⑶　課題によっては適度な材料や技法の絞込みを行う。

⑴について……体験の中から生まれた表現が、子どもの
造形言語となって蓄積されていきます。抽象的な内容
や活動にならないよう十分留意したいと思います。

⑵について……相互鑑賞の時間を利用して、他の子ども
に見られない表現があれば、その面白さを伝えるよう
にする、など。

⑶について……材料や技法を絞ることでより表現が深く
個性的になることもあります。自由な表現を身につけ
るために必要であれば、技法などの絞込みも行います。
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　毎月の活動については、活動の流れを事前に連絡
し、どのような方針で講座を進めるかが判りやすい
ように講師の具体的な手立てを入れ、保育者と意識
のずれが起きないよう留意した（表１、２）。
　活動を開始してから１年経過した2014年９月、４

歳児クラス保育者より、地域のスーパーで恒例とな
っている保護者を描いた子ども達の絵の展示に向け
て、絵画講習の時間で指導して欲しいとの要望を受
けた。４歳児に顔を描けるように指導をするという
ことに抵抗を感じたことは否めない。しかしこれも

表２　2013年度７月～３月の講座内容

月 テーマ ３歳児 ４歳児 ５歳児

７ 導入 「てん・せん・めん」
クレヨンを使って様々な表
現をする

「まるをつかって」
「○」を組み合わせて様々な
絵を描く

「絵の具を使って」
絵の具の基本的な使い方①、
児童画展に向けての仕上げ

８ ３歳児
「色の不思議」
４・５歳児

「世界児童画展に向けて①」

「ふーふーふー、
息でかこう」
吹流しを通して、偶然に出来
た形や混色で生まれた色を
楽しむ。

世界児童画展①
「物語の絵」
先生に物語を読んでもらい、
その中から印象に残った場
面をクレヨンで描いていく。

世界児童画展①
「もしも空を飛べたなら」
もしも空を飛べたならとい
うテーマで自由に発想し、ク
レヨンで描いていく。

９ ３歳児
「共同制作：みんなの形①」
４・５歳児

「世界児童画展に向けて②」

長くつないだ模造紙の上に
寝転がり、そのシルエットを
えどっていく。シルエットの
重なりから生まれる新しい
形を楽しむ。

前回描いた絵に着色・色紙
を貼るなどして仕上げる。

前回描いた絵に着色・色紙
を貼るなどして仕上げる。

10 ３歳児
「みんなの形②」
４歳児・５歳児

「色のふしぎ｣

前回の作品にクレヨンなど
で自由に色をつけていく。

「虹色の紙をつくろう」
にじみの表現をつかったオ
リジナル色画用紙を作る活
動を通し、混色の面白さや、
自分の好きな色の組み合わ
せを発見する。

「色をつくってみよう」
絵の具の基本的な使い方②、
３原色について知る。混色し
て作った色を画用紙に並べ、
オリジナルの色画用紙を作
る。

11 「ゆっくりよくみて描いてみ
よう」

１人１本ずつ草花をとってくる。それを観察しながら、紙一杯に墨汁と筆で線描をする。
３歳児・４歳児……画用紙に
５歳児………………模造紙１／２に

12 「白で描こう」 「雪が降ってきたよ」
フィンガーペインティング
で雪の結晶や降る様子を表
現する。

「雪がふる夜」
自分の家にサンタクロース
がやってきた様子を想像し
て絵を描く。仕上げにフィン
ガーペインティングで画面
に雪を降らせていく。

「氷の国の不思議な世界」
濃い色の色画用紙に白いク
レヨンで氷の国の様子を想
像を巡らせて自由に描く。部
分的に絵の具で着彩して仕
上げる。

１ 「触って想像してみよう」 「ツルツルとガサガサ」
薄い紙数枚とクレヨンを持って出て、園庭の様々な場所を
フロッタージュする。

「触って想像してみよう」
園庭でフロッタージュをし、
質感について知る。その後講
師が準備した箱の中に手を
いれ、触った感じから形や質
感を想像して描く。

２ 「不思議な動物」 色画用紙の上に、これまでに制作したフロッタージュや吹流しなどを行った画用紙を切り
貼りして空想の動物を表現する。

３ ３・４歳児
「不思議な動物」
５歳児

「私の手」

前回の続き。作品を仕上げる。
＊出来上がりが良ければ、７月の絵画展にこの作品を出展
する。

白画用紙の上に自分の手を
置き、クレヨンで縁取る。こ
れを繰り返し画面いっぱい
に手のシルエットを構成。自
由に着彩して完成。
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地域の特色であり、その地域性も子ども達を取り巻
く環境であると捉えることで新しい発見があるかも
しれないと考え、急遽翌月の活動のプランを立てた

（表３）。
　どうしたら「描き方」の指導にならずに顔を描く
ように展開するのか。考えあぐねたどり着いたのが

「観察すること」であった。子ども達が白い紙を前に
不安にならないように、頭部を表わす丸を描くこと、
描いた丸の大体中心に目の位置がくることを話し、
目、鼻、口などのパーツを一つひとつ観察する時間
を設けながら、ゆっくりと制作を進めた。すると想
定した以上に子ども達は一生懸命に担任を見つめ描
き始めた。子ども達に見つめられて保育者の表情も
自然に真剣になる。そして描き進んだ作品が保育者

の目に入ると、思わず表情が綻ぶ。保育者の笑顔を
見て子ども達もまた一生懸命見る、活動の様子を他
のクラスの保育者が見に来て作品に感動する、作品
が完成したらさらに笑顔の輪が広がる ― 。オーソ
ドックスな内容だが、大変手ごたえのある活動とな
った。４歳児での活動の後、５歳児クラスからも同
じ内容の要望があり、同年12月に実施した。手探り
状態での関わりが続いていた中で、この園独自の造
形活動の切り口を見つける切欠となる活動となった。
２―２　「ひと」に着目した造形活動の実践
　人間の一生を通しての表現の発達段階を念頭にあ
れば「お母さんの顔を与えられた紙にふさわしい大
きさで見えたように描く」という課題に対し、園児
が大人が思うような形で表現することは発達段階的

表３　2014年10月　４歳児クラス「顔を観察してみよう」進行案（保育者向け文書）

４歳児　顔を観察してみよう
　顔を描けるようにしたいとのご要望をいただいたので、目
鼻などの基本的な位置を把握させ、観察をしながら顔を描く
練習をする。配置については目安を頭に入れておくことで大
きな形の狂いがなくなるので模造紙にえがいてみせながら確
認するが、形そのものについては観察を元に描くことが基本
なので「描き方」の指導はしない。記号化された表現と、観
察をもとにした表現の違いについて、最初に丁寧に話をして
おく。

保育園でご準備いただきたいもの
クレヨン　八つ切り画用紙（白）を１人１枚　画板
＊�顔を観察して描かせます。先生には椅子に座ってモデル

になっていただきますこと、ご了承ください。　
講師準備物

２Bの鉛筆（１人１本）、消しゴム

制作の手順
①　�「観察をして描く」ことについての話を聞く。記号化され

た花の形は誰にでも描けるが、どの花の形も同じになっ
てしまう。実際に花を観察すると、それぞれ大きさも形
も違う。絵を描くということは、世界に１つしかない形
の美しさ面白さに気付くことであり、自分がみつけた美
しさを自分のやりかたで表現することである。

②　�今日は先生の顔を描く。白い紙にいきなり描くのは大変
なので、大人の顔の各部位の配置について説明を聞き、
自分でも鉛筆で配置図を描いてみる（八つ切り画用紙に）。

＊顎から頭のてっぺんまでは、卵のように長い丸。
＊顎からてっぺんまでの真ん中が目となる。
＊顎から目までの真ん中が鼻となる。
＊顎から鼻までの真ん中より少し上が口となる。

③　�先生は椅子に着席（可能ならお二人）、先生の顔が良く見
えるところに画板と黒クレヨンを持って集合する。

④　目→鼻→口の順番で、ゆっくりと各部位を描いていく。
＊人間の目は右と左では形が違う。先生の目の

形はどうなっているだろう？
＊上まぶた・したまぶたの形にはさまれて、黒

目はどんな形になっているだろう？
＊鼻の形はどうなっているか？鼻の穴の大きさ

と黒目の大きさを比べてみよう。
＊口はどのぐらいの大きさか。黒目をまっすぐ

下に下ろした地点と口の端の関係は？
⑤　眉毛を描いた後、輪郭をしっかり観察しながら描く。

＊眉毛は目からどのくらい離れたところに生え
ているか。毛の流れはどうなっているか。

＊顔の形は配置図のように丸くはなっていな
い。骨のかたちが見えるところはあるか。

⑥　耳を描く。
＊耳の穴は目より高い場所？
＊耳たぶは口より高い場所？

⑦　髪の毛を描く。
＊頭のてっぺんから、１本１本生えているよう

に描いていこう
⑧　�時間にゆとりがあれば肌に着彩するが、なければここで

終了。記憶がのこっているうちに、何度か顔を描く遊び
をしておけば、来年の母の日や父の日などのプレゼント
にする絵も描きやすくなるかもしれない。そのためにも、

「絵の具の混色で肌色をつくる混色遊び」や、塊としての
頭を把握するための「粘土で友達の頭をつくる」、「筆に
慣れるための造形遊び」などの講座を今後設けていけば、
さらに深まるかもしれない。
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にも無理であることは想像に難くない。公募の季節
が来たから取り組むという形になればなおさらであ
る。
　しかし、これまで悩みの種であった公募展への取
り組みも、この園を取り巻く環境の一つであり、そ
れを踏まえた造形活動を計画することも園の独自性
であると捉えたなら、段階を追って、自然な意識の
流れの中で顔を描くこともできるのではないだろう
かと考えた。保育者も学びの深まりを実感しながら

造形活動を進めることが出来れば、手ごたえを持っ
て造形活動を進めることができるだろう。
　そこで顔を描いた作品を地域で展示する機会があ
る園であることから、2015年１月からの３～５歳の
活動内容を「ひと」に着目した造形活動に再構成し、

「観察すること」「ひとを表現すること」そこから幅
広く豊かに表現活動が展開できるよう活動を組み立
て、実践を行った（表４）。

資料４　2015年１月～2016年３月までの活動内容。
＊下線は「ひと」を題材にしたもの／斜字は観察に基くもの。　　　　　　　　
＊活動前に保育園に送付した文書からの転載のため表現にばらつきがあります。

月 ３歳児 ４歳児 ５歳児

１ 「紙袋でつくるお面」
節分に向け、予め目の穴をあけておい
た紙袋に自由に装飾してお面を作る。

「雪が降ってきたよ（切り絵遊び）」
紙を折りたたんでからハサミを入れて
つくる雪の結晶のような切り絵遊びを
通し、紙を広げたときに現れる模様の
楽しさを味わわせたい。

「冬の木の中に」
木の幹の一部をめくって内部を見るこ
とができるような作品をつくり、木の
概観だけではなく中についてイメージ
を広げて自由に表現を行う。

２ 「ひっかき絵」
画用紙にカラフルな色をつけたあと黒
クレヨンで一度ぬりつぶし、尖ったも
ので画面を引っかいて絵を描く。

「冬の野菜を描こう」
クレヨンを使って冬の野菜を観察しな
がら描く。

「友達を描こう」
人間の体の動きを確認した後、班の中
でペアを組みお互いにポーズを取り合
い人物画を完成させる。

３ 「元気の良い顔」
口を想定した穴を事前に開けておいた
画用紙に、頭部を描いていく。
→新年度４歳へ

「お家をつくろう」
紙を折る・切込みを入れるなどの加工
を施すことで立体的な造形を楽しむ。
→新年度５歳へ

「楽しかったこと」
保育園での生活を振り返り、楽しかっ
たことを自由に画用紙に描く。絵の中
には自分の姿も描くようにする。

新
年
度

３歳
（４月休講）

４歳
（４月休講）

５歳
（４月休講）

５ 「まる・さんかく・しかく」
絵画講座の導入として、大小さまざま
な図形を描く活動をする。

「友達を描こう」
友だちの顔を大きく画用紙に描いてみ
る。

「紙で動く人をつくってみよう」
短冊状に切った色紙を活用して、動き
のある人を表現する。

６ 「水の中の世界」
クレヨン、水性ペン、霧吹き、タンポ
を使って色遊びをしながら水の中の世
界を表現する。

「あじさいとカタツムリ」
紫陽花の鉢を観察、クレヨンやタンポ
を使って表現する。別紙に描いたカタ
ツムリを好きな場所にコラージュする。

「あじさいを描こう」
クレヨンを使って、紫陽花の花を観察
して描く。遊戯室の後のほうに自由に
水彩絵の具を使用できる場所を作って
おき、時間にゆとりがあったり絵の具
に興味がある子どもには自由に使用さ
せる。

７ 「ちぎって貼ってみよう」
前回は水溶性のペンや水彩絵の具を使
い、水の作用で表情を変える描画材の
楽しさを味わった。今回はちぎった時
の手ごたえの異なる紙をちぎって遊ん
だのち、画用紙に自由に貼り付ける活
動を通し、貼り絵の楽しさを味わうと
ともに、紙を貼り付ける際の注意点（糊
の付け方など）を知る。

「色の実験をしよう」
前回は紫陽花の制作で赤と青の混色で
紫が出来る経験をしたので、このタイ
ミングで混色遊びを行う。混色をする
ことで色が変わる面白さを味わうこ
と、筆をこまめに洗うと次に色を作る
とき濁りにくいことを知らせる。講師
があらかじめ準備しておいた混色スペ
ース付きの画用紙を使用することで、
短時間での制作と後片付けの工夫をす
る。

「紙を立たせよう」
５月には人間の関節に着目、６月には
紫陽花を観察するなど、対象の構造に
アプローチする制作を行った。今回は
前半と後半で２つの制作を行う。前半
では平面の「紙」をどうしたら立体に
することができるのか、様々な加工を
試す中で、立体構造の条件について知
る。後半では班で協力をして「夢の遊
園地」をテーマに様々な立体物を制作、
共同制作の楽しさを味わう。
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８ 「野菜を筆で描いてみよう」
・ものを観察して描くこと、筆で描く
ことの導入として位置づける。３歳な
ので、対象物を正確に描くことではな
く、今回は描く姿勢と道具の使い方を
知るための時間とする。

「野菜を筆で描いてみよう」
・前回は混色実験をし、絵の具に親し
んだ。今回は実際に目の前の野菜を観
察し、下描き無しで混色をしながら対
象を描く。
・今回はパレットを使用しながら制作
する。次のクラスでも引き続き使用す
るので、混色面の汚れを拭き取ること、
筆を綺麗に洗うことを教える。

「夏の思い出を描こう」
・シャガールの図版を参考にしなが
ら、夏の思い出をコラージュ技法で作
品にまとめる。白い画用紙に心に浮ん
だ５つのものをクレヨンで描き、切り
抜く。台紙となる色画用紙にそれらを
楽しく配置、さらにクレヨンで描きこ
みをして完成させる。また、絵の具を
使えるコーナーを設置し、必要に応じ
て自由に使用できるようにする。

９ 「観察して描こう」
・前回対象を観察し、筆を使って黒一
色で描く活動を行った。今回は対象（果
物）の色に着目した活動を行うことで、
ストロークを活かした線的の表現だけ
ではなく、面の表現について色遊びを
楽しみながら気付かせたい。

「重ね塗りをしてみよう」
・前回は目の前の野菜を観察し、下描
き無しで混色をしながら対象を描く活
動を行った。今回はクレヨンを用いて
果物を観察して描く。前回の制作では
対象をあらわす固有色を使って線で表
現した子どもと、塗りつぶすことで対
象の存在感や量を表現した子どもに分
かれた。今回は形をとったあとに、そ
の中をしっかり重ね塗りをしながら塗
りつぶす活動を行い、「重層的な色彩の
表現」と「量感の表現」を狙う。

「がんばっていること」
・前回は夏の思い出をテーマに、描く
ことでの追体験をする活動を行った。
今回は、秋の行事に向けて頑張ってい
る今の自分を表現することで、作品と
自分の距離を縮めることと、当日の活
動に向けての意欲を高めていくことを
狙う。

10 「紙袋のお面」
・対象を観察して描く活動が続いたの
で、今回は目の部分に穴があいた紙袋
にクレヨンで装飾をして被って楽しめ
るお面をつくる。

「お皿をデザインしてみよう」
・野菜や果物など、食べ物を観察して
描く活動が続いたので、食事が楽しく
なるような、飾っても楽しいお皿をデ
ザインする。連続模様について話を 
し、装飾のヒントにはするが、それに
囚われる必要はないことも告げる。

「実りの秋」
・今回は秋の植物・果物などを題材に
絵を描く。各グループの中央にモチー
フを配置。自分の場所から見える形を
じっくり観察しながら描く。使用する
画材はクレヨンのみだが、重ね塗りに
よる混色など、完成度を高めるための
助言をする。

11 「葉っぱを描いてみよう」
・紅葉の季節になり、落ち葉の色も良
く観察をすると様々な色に満ちてい
る。今回はクレヨンで葉の形を描いた
後、絵の具の使い方や混色の復習も兼
ねて、水彩絵の具で観察した色を着け
ていく活動を行う。

「ファッションデザイナーになろう」
・前回紙皿を連続模様で装飾する活動
を行ったので、今回は画用紙をＴシャ
ツの形に切り抜いた後、クレヨンや水
彩絵の具、ビニールテープ等で装飾を
していく。完成したら実際に体に当て
て楽しみ、デザインや装飾の楽しさを
味わう。

「カードの積み木」
・厚手の紙（DM）に切れ込みの入っ
たカードを使って、平面を立体にする
体験をする。最終的な造形物を建物に
見立てたり、動物に見立てたりするこ
とを目標とする。

12 「クリスマスカードをつくろう」
クリスマスツリー等のシルエットを切
り抜いた厚紙を利用し、画用紙にステ
ンシル技法でクリスマスカードを制作
をする。

「クリスマスカードをつくろう」
クリスマスツリー等のシルエットを切
り抜いた厚紙を利用し、画用紙にステ
ンシル技法で二つ折りのクリスマスカ
ードを制作する。開いて楽しいデザイ
ンを工夫する。

「クリスマスの日」
八つ切り画用紙でミニチュアの家を制
作。講師が準備した組み立て式のツリ
ーを家の中にレイアウトしながら、ク
リスマスの日の家の様子をドールハウ
ス感覚で作っていく。ペンや鉛筆で家
の中を描きこんだり、色紙やコラージ
ュ素材を自由に使って、装飾を行う。

１ 「積み木で遊ぼう」
今回は幅２センチ、高さ４センチ、厚み１センチの「ベイブロック」を使って積み木遊びを行う。多様な遊びを通して、
ピースを組み合わせての立体造形の楽しさと、木の素材の持つ風合いの良さに触れさせたい。また時間の終わりに行う
ドミノ遊びは年齢に応じた規模の共同制作を行い、皆で協力して作り上げる楽しさを味わわせたい。
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２―３　５歳児での実践
　活動時間は短いものの、無理のないペースで描く
こと自体に慣れてくると、５歳を過ぎる頃には１時
間の制作時間が少なく感じられるほど描くことに没
頭できるようになってくる。ここでは５歳児での実
践をいくつか取り上げ、「ひと」に着目した実践例
と、実践して気付いた活動内容の偏りと、計画の見
直しについて取り上げる。

⑴　「紙で動く人を作ってみよう」（2015年５月実
施：写真１～２／ただし、写真は2016年５月実施分）
　５歳児クラスにも少し慣れてきた頃なので、友達

とにぎやかに活動できる内容にした。短冊状に切っ
た色とりどりの折り紙を人間のパーツに見立て、画
面上で組み立てていくというもので、導入ではお互
いにポーズをとりあい、その形を再現して楽しんだ。
ゲーム感覚で取り組みながらも、体の中の関節の位
置を確認し、構造的に「ひと」を捉える活動を行った。
　制作では二人が活動している様子を画用紙に表現
した。人間については導入で使った折り紙パーツを
貼り付けて表した。人間が二人以上登場することで、

素材に触れ、基本的な遊びをする（15分）
ドミノ遊び（15分）…１人１個ずつなら
べて倒す、次は２個ずつ並べて倒す…
を繰り返す。

素材に触れ、基本的な遊びをする（10分）
積み木での見立て遊び（10分）
ドミノ遊び（10分）…始点より双方向に
１人10個ずつ積み木を並べて、長い列
を倒す。

素材に触れ、基本的な遊びをする（10分）
積み木での見立て遊び（５分）
ドミノ遊びのいろいろ（10分）…様々な
並べ方に挑戦。
ドミノで竜を作ろう（35分）…竜王保育
園にちなみ、竜の身体をドミノでつく
る。

２ 発表会準備のため休講

３ 「スタンプであそぼう」
野菜、段ボール、エアクッション等、
身近にある素材でスタンプ遊びをす
る。断面の造形的な面白さに触れ、ス
タンプの組み合わせで出来た模様やカ
タチを楽しむ。
→新年度４歳へ

「スタンプで絵をつくろう」
身近な素材でできたスタンプを組み合
わせ、作品をつくる。偶然に出来た形
から発想を広げ、絵画作品に仕上げて
いく。

→新年度５歳へ

「楽しかったこと」
保育園での生活を振り返り、楽しかっ
たことを自由に画用紙に描く。絵の中
には自分の姿も描くようにする。絵の
具を使用しても良い。

新
年
度

３歳
（４月休講）

４歳
（４月休講）

５歳
（４月休講）

５ 「まる・さんかく・しかく」
絵画講座の導入として、大小さまざま
な図形を描く活動をする。クレヨンを
コントロールしながら描くことについ
て意識させたい。

「声を出している友達を描こう」
大きく口を開けている友だちの顔を大
きく画用紙に描いてみる。まず口から
描き始めることで、絵が小さくなるこ
とを防ぐ。

「紙で動く人をつくってみよう」
短冊状に切った色紙を活用して、動き
のある人を表現する

写真１　�女児の作品。画面いっぱいに虫捕りの様子を表現し
た。

写真２　�男児の作品。「雨が降ってきて家に帰っているとこ
ろ」。右の人物は手を頭の上にのせ、雨が当たらな
いようにしている。雨の日によくする仕草だが、幼
児によるクレヨンでの描画ではこのような表現はあ
まり見られない。
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作品のなかに物語が生まれてくる。この年齢になる
と自分の思いや考えを表現することを楽しめるよう
になるので、二人以上登場させることで、自分だけ
の物語の世界を膨らませた表現になると考えた。導
入のゲームで十分短冊状の折り紙で人を表現する練
習をしているので、ほとんどの子どもが思い通りの
表現を楽しむことができた。描画となると難しくな
る全身の表現も、材料と方法を工夫することで、思
いを形にできるようになることを確認することがで
きた。

⑵　「紙を立たせよう」（2015年７月実施：写真４～８）
　５月に人間の関節に着目した絵画制作、６月に紫
陽花を観察しその形や構造に着目をした絵画制作を
行った。活動そのものは絵画領域ではあるが、同時
に対象の構造にアプローチする活動を継続し、立体
への活動の素地を作ることを試みた。それらを受け、
７月は平面から立体へと活動を滑らかに移行させる
ために、「紙を立たせよう」というテーマの下、をど
うしたら立つもの（＝立体）にすることができるか

試行錯誤する時間を設け、最終的に「夢の遊園地」
をテーマにした共同制作へと活動を展開した。
　しかし、イメージを広げながら楽しい活動になる
と予想していた遊園地づくりは、予想に反して難航
し、子ども達自身が明らかに戸惑っているようだっ
た。１時間の活動の中で平面から立体、そして応用
へと進めることに無理があったのかもしれないが、
それ以上に立体感覚を刺激する活動をこれまでに行
っていなかったことが大きな原因であると分析した。
　「ひと」を描くことに着目し、時間をかけて造形要
素を積み重ね、様々なアプローチを行うことで、絵
画領域では自分の想いを発揮できるように学びが積

写真３　�男児の作品。自由にポーズを付けられるのが楽しい
からか、大きな動きのある作品が多く、作品の内容
も明るく元気なものが多かった。

写真４　�紙を折ることで自立させられることを確認してい
る。

写真５、６、７　�紙を自由に加工し、スリットへの差し込む
形で各々自由な立体を制作。

写真８　�個人制作では独創的で高さのある立体が多く見受
けられたが、「夢の遊園地」と題した共同制作では
自分たちが思う形を作れず難航する班が多かった。
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み重なってきたように思われる。しかし講師自身が
絵画講師という立場であることに囚われ、立体領域
の活動を行っていなかったことが、子どもたちの作
品の中に表れてきたのではないかと考えた。立体感
覚を磨くことは、絵画領域のみならず、今後の様々
な学びの基礎となる。また、共同制作の回数の少な
さも、思い切った表現ができなかった原因の一つで
ある可能性も否めない。この日を境に、積み木やス
リットカードなどを使った立体領域の活動を計画に
組み込み、共同制作へと展開するようにした。

⑶　「夏の思い出を描こう」（2015年８月実施：写真
９）／「がんばっていること」（2015年９月実施：写真
10、11）
　８月、９月はどちらも経験に基く絵画制作である。
個人差はあるものの、友達の絵を真似してみたり、
描くうちに生まれた余白を持て余す姿を見かけるこ
とがある。誰のものでもない自分の経験や思い出 
を、自分でも納得できる形で表現できることを狙 
い、８月は導入でシャガールの作品を鑑賞し、頭に
浮んだモチーフ、イメージを色画用紙の上に自由に
コラージュして作品に仕上げる活動を行った。シャ
ガールの作品は記憶の中の風景、人々が、豊かな色
彩の中で自由に構成されている。シャガールの作品
で見つけたもの、気がついたことなどを子ども達と
対話をしながら鑑賞を行った。その後、８月にどん
なことがあったのか思い出しながら、頭に浮んだも
のをどんどん画用紙に描き、それらをクレヨンで着
彩したのち、画用紙から切り抜いた。それを８月の
思い出に似合う色の色画用紙を選ばせ、自由にレイ
アウトし、作品に仕上げていった。計画的に画面に
描いていくことは難しくても、レイアウトする力は
十分についているので、自分の思うように画面を構
成し、自由で大胆な構図の楽しい作品が完成した。

　８月の活動を受けて、９月は白画用紙にクレヨン
で「がんばっていること」をテーマに描いた。８月
の活動が画面構成に活かされることを期待して設定
した活動である。画面を大きく使う構図や背景を好
きな色で塗りつぶす作品が多いように見受けられ
た。前回の活動が１ヶ後の活動に多少なりとも影響
を与えたのではないかと推察する。

⑷　「カードの積み木」（2015年11月実施：写真12、
13）／「クリスマスの日」（2015年12月実施）
　７月の反省を受け、立体領域の活動を組み込んだ。
活動場所と時間の関係から、スリットの入ったカー
ド（DM カードの再利用）を使い、平面が立体にな
っていく過程を楽しみながら、見立て遊びを行った。
パーツの一部を自由に自作することで、より独創的
な形が生まれた。
　11月の活動を受け、翌12月は八つ切り画用紙で家
のミニチュアを制作、クリスマスの家の中の様子を、
ペンや色鉛筆で描きこんだり、折り紙などで華やか
に装飾をした。平面と立体を組み合わせた活動であ
るとともに、自分達の生活する空間そのものを造形
として捉え、自分なりに生活空間を創ることを楽し
む切欠になればと考えた。

写真９　�「夏の思い出を描こう」は、画面全体を使ったカラ
フルで楽しい作品が多く、作品を展示すると園内が
とても華やかになった。

写真10、11　�クレヨンで描いた「がんばっていること」。画
面全体を使った作品が多く見受けられた。
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３　今後の課題
　「ひと」に着目した実践ではあったが、活動は決し
て「ひと」に固執しているわけではなく、それは豊
かな表現活動への入り口になっているにすぎない。
様々なものがテーマとして設定することができる
が、そこからどのように学びを深めていくのかが重
要である。今回は３～５歳児を対象とした月に１度
の外部講師による実践という、やや特殊な実践では
あったが、学びの連続性を意識し３年間を見通した
活動を組み立てることで、時間や場所などの制限が
あったとしても、深い学びに繋がる活動は可能であ
ると感じた。そして肝要となるのは、子ども達の実
態を受け、細かに活動計画を修正していくことであ
ることも実践を通して確認できた。一見様々な活動
が行事とリンクしてバランスよく並んでいるように
見える活動計画も、具体的にどういう力をつけたい
かという明快なビジョンと、造形活動で身につく力
を分析しながら子どもの実態に合わせて計画を見直
す専門性がなければ、容易く形骸化した活動へと変
質してしまうだろう。
　今回の改訂を受け、新学習指導要領の示す「幼児

期の終わりにまで育って欲しい10の姿」を念頭に置
き、それぞれの活動の中で丁寧に見守り、必要なら
ば声を掛け、子ども達自身が考える時間をこれまで
以上に大切にすることが明言された。教育機関とし
ての幼稚園と同じ質のものを保育園にも求められる
ようになり、「養護」と「教育」の場となった。保護
者はおそらくサービスだけではなく教育の質につい
てもこれまで以上に関心を持つようになるだろう。
そこで、今後の課題として以下の２点を挙げる。

①　�園が一丸となって学びの連続性に着目した活
動計画を立てられるか。

②　�子どもの活動を見守り、保育者同士で活動を
振り返りながら、環境や計画の再構成ができ
るか。

　どちらも、保育者が発言をしやすく学びやすい雰
囲気が園内にあることが前提となる。学びの連続性
に着目すること、教員間での振り返りを行うこと 
で、次の活動に必要な手立てが見えてくる。環境の
再構成を行うことで、子ども達の活動が広がる。子
ども達の学びが深まる場面に立ち会うことで、保育
者自身の学びも深まり、喜びが生まれ、学びと喜び
の循環が生まれる。一丸となった活動のためには園
長・主任などのリードも必要だが、保育者も同じく
実現に向けて積極的に活動をすることが大切である。
　外部講師として関わる場合も同じで、このたびの
改訂を切っ掛けに園と連携しながら10の姿を目指す
方向で活動を工夫し、子どもが自ら考えてできる部
分と、支援が必要な部分をもっと整理する必要があ
るだろう。そのためには活動内容そのものの見直し
も必要となってくる。また、園や保護者に対し、外
部講師がどのような活動を行い、どのような力が育
っているのかを伝えるための具体的なツールが必要
であろう。今後は活動内容の見直しと合わせ、その
開発に取り組みたい。

４　おわりに
　告示前の実践・外部講師という立場での取り組み
ではあるが、平成26年以降の実践を、新学習指導要
領の観点で考察を進めてきた。環境との関わりの中
で子ども達は自ら学ぶということ、造形活動が全て
の教育の基盤となるということという根幹に関わる
部分は改訂前も改訂後も不変である。
　子ども達への深い愛情が大前提ではあるものの、
造形活動に関する保育者自身の経験に基づく知識・
技能や表現力が深ければ、さらに活動は活発なもの
になり、深い学びへと導くこともできるだろう。こ
れは幼児教育に携わろうとする学生を育てる機関へ
の大きな課題でもある。時間と場所の制限の中で、
保育者を目指す学生にとって深い学びとなるように

写真12　�カードに好きな形に切った紙を組み合わせ変化を
つけている。

写真13　�組み上げた箱型を倒し、ヒレを付けて魚に見立てた
作品。
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するには、具体的にどのように授業を組み立てれば
よいのか ― 。「早く現場にでて実践を通して学べ
ばいい」という考え方もあるが、改訂で目指す教育
を実現しようとする際、造形に関する在学時の学習
の深さは、今後の保育者としての活動に大きく影響
してくるだろう。現役の保育者への研修の場がどれ
だけ確保されているかも見直す必要がある。造形活
動のその先を見据えながら、今後も研究を重ねたい。

注
１） 栗山　誠・武田信吾「幼児期の造形活動と低学

年図画工作科の現状比較― 教育内容・方法
の分析と，この時期の発達的特徴 ― 」（『大阪

総合保育大学紀要』１，2006）
２） 厚生労働省『保育所保育指針』（2018年度版）第

１章総則「この指針に関わる基本原則に関する
事項等を踏まえ，各保育所の実情に応じて創意
工夫を図り，保育所の機能及び質の向上に努め
なければならない。」
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Education of Art and Design in a Nursery School Aimed 
at Continuing Learning

― Through Practice that Focused on “people” ―

Tomoko Sekino

Abstract
　This research is a summary of art and design education practiced as an external lecturer at a 
nursery school in Kurashiki city since July 2013. “Continuity of learning” is a major point in the 
simultaneous revision of the three laws “Course of study for Kindergarten”, “Nursery school 
nursery guidelines”, “Education and child care guide for children’s garden cooperating with 
nursery school”. After analyzing the practice focusing on the continuity of learning, this paper 
proposes the importance of planning and reconfiguring.
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　Education of art and design, Continuity of learning, Curriculum for art education
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はじめに
　地域でのアートイベントが盛んに行われるように
なって久しい。地域づくりに関する文化助成も多種
あり、様々な実践例を知る機会も増え、アートと日
常は随分近くなってきたように感じられる。
　地域が作家に寄っていく形、作家が地域に寄って
いく形など、アートイベントにも様々なパターンが
あり、それぞれに良いところがあるので一概にどの
パターンが理想的とは言えないだろう。
　本研究は、岡山県備前市日生町の寒河コミュニテ
ィー協議会による、地域の子ども達や保護者などを
対象とした「天狗山登山・竹炭作り体験」での４年
間の活動をまとめる。
　地域の要望でスタートした作家によるワークショ
ップが、地域文化や与えられた素材と関わりながら
どのように発展したのか、そこから地域で新しいも
のづくりの輪が広がるための必要な条件について考
察していく。

２　「天狗山登山・竹炭作り体験」での工作体験につ
いて

２―１　「天狗山登山・竹炭作り体験」の概要
　岡山県南東部にある日生町は兵庫県と境を接し、
平地は少なく山林で占められている。日生諸島があ
り、諸島中最大で岡山県内最大の鹿久居島をはじ 
め、曽島、鶴島、有人の頭島・大多府島・鴻島など
がある。主産業は漁業で、特に牡蠣の養殖で有名な
地域である。寒河は日生町の中の本州の地域であり、

地域内には標高400m 弱ではあるものの山頂からは
日生諸島のみならず遠く赤穂まで見渡せる天狗山が
ある。かつては天狗山の頂上で旗を振り遠くの地域
と連絡をとりあっていたという歴史もある（米相場
の伝達が有名）。
　2014年、約830世帯でつくる「寒河コミュニティー
協議会」は設立40周年を迎えている。地域の交流と、
子ども達に地域の自然や文化に触れる機会を作るこ
とを目的に、2013年から「寒河の自然とエコを学ぼ
う『天狗山登山・竹炭作り体験』」をスタートした

（独立行政法人国立青少年教育振興機構「子どもゆめ
基金助成活動」助成事業）。
　２月末もしくは３月頭に開催、午前中に天狗山登
山を行い、牡蠣養殖で使用していた古い竹筏（おお
よそ３年で新しい筏と交換する）を竹炭にリサイク
ルする様子を見学、昼食後は竹炭を用いた工作を行
うというプログラム内容がまず決まり、協議会は 

「地域の材を使った工作を考案・当日指導ができる
講師」を探した。これは先述した中の「作家が地域
の要望に寄っていくパターン」のアートイベントで
ある。初回は地域の大学関係者によるオブジェ制作
を実施、縁あって２回目以降の工作体験を引き受け
ることになった。

２―２　工作体験の実践
⑴　制作条件と素材の特徴について
　竹筏としての役目を終えた後、住民によって再生
された竹炭を、どのような形で活用すれば、子ども
達に親しみをもって傍に置いてもらえる工作にする
ことができるのかという課題に取り組むために、ま
ず素材の特徴について研究を行った。長期間海水中

報 告
地域と共に育てるワークショップ 

― 寒河コミュニティー協議会とのとりくみ ―

関　野　智　子・関　野　倫　宏

抄　録
　本研究は、2013年から５年間開催された、岡山県備前市日生町の寒河コミュニティー協議会に
よる「天狗山登山・竹炭作り体験」で実践した、地域の素材を活かしたものづくり体験の活動を
まとめたものである。
　活動当初は、地域の思いと、体験活動の中身や出来上がる作品の間には溝が生まれてしまうが、
関係を継続する中で、新しいアイデアや良い着地点が見えてくる。地域と、招致される作家が、
共に歩み寄りながら活動を継続することで、地域に根付くものづくりが生まれるのではないかと
提案した。

キーワード
地域、アート、ものづくり、ワークショップ

〈連絡先〉関 野 智 子
岡山短期大学　幼児教育学科
e-mail address：sekino@owc.ac.jp



関　野　智　子　他

─ 196 ─

で役目を果たした竹材は繊維質がふやけており、火
加減もあるのかもしれないが強度は脆く、釘打ち・
穴あけが難しく、同じ形、同じ長さは揃わない。ホ
タテや牡蠣殻などと組み合わせることを考えると接
着剤（グルーガン：ホットメルト接着剤）で組み合
わせオブジェとすることが自然なものづくり体験の
流れだと思われる。ただ、仕上がった作品は抽象的
なオブジェとなるため、参加者が気軽に参加をする
には少しハードルが高い。完成作品に参加者が納得
できないかもしれないこと、オブジェ制作では前年
度と内容が被ることから、工作内容を変えた方が良
いと判断した。
　対象者が幅広いこと、制作までの活動内容、制作
時間などそれぞれの条件に合わせて組み立てるとな
ると、出来ることがかなり狭まる。しかし、地域か
らの声に応え、新しい未経験の素材でものづくりを
考えることに大きな魅力を感じ、４年間にわたる取
り組みをスタートした。

⑵　第２回「竹炭を使ったモビールづくり」
　山と海を結ぶ「竹筏の炭」と「牡蠣と帆立の貝殻」
が工作素材のテーマであった。第２回はそれらをタ
コ紐で繋げて吊るすモビールづくりを工作内容とし
た。これは山を有する「寒河」と、カキの養殖で盛
んな「日生」が、備前市日生町として合併したこと
を受けて生まれた活動企画の体現を目指したもので
ある。

　カキやホタテの貝殻にアクリル絵の具で絵や模様
を描き、貝殻にあらかじめ講師が開けておいた穴に
タコ紐を通し、竹炭などのモチーフを結んでいくこ
とで完成する。子ども40名、大人10名が参加、焼き
具合によって変動幅のある、竹炭の硬度の不均一さ
によって、作業中に竹炭が砕けてしまうことが多く、
材料交換に時間を取られたものの、絵具による絵付
けも全員体験でき、無事活動を終了した。

⑶　第３回「竹炭を使ったカラクリづくり」
　2015年は天狗山から旗を振って連絡をとりあって
いたという歴史を踏まえ、ハンドルを回すことで帆
を揚げた船が揺れるというクランクによるカラクリ
制作を行った。既に自社でキット化していた「クラ
ンク」のキットをベースに、ひっくり返した牡蠣殻
を船に見立てた。竹炭をどう使うかが問題となり「崩
れやすさを活かした活用の仕方」を模索、粉末状に
して帆として使う布を染めることにした。
　竹炭は染料ではないので、できるだけ細かい粒子
にし、布に粒子を定着させる染め「土顔料染め（株
式会社田中直染料店）」を行うことにした。予め土顔
料が定着しやすいよう布処理してから染めを行う
が、温度コントロールした湯を使用するため、草木
染のようなコンロを用いての煮出す行程がないの
で、比較的安全に進められる。
　子ども達が登山を行う午前中に、綿布をランダム
に輪ゴムで縛り、絞り染めの要領で染め作業を行っ
た。その中で、サポートの地域の女性が染めの工程
や染め上がりを見て大変興味を持ってくれた。
　登山の後で疲れていることもあったが、カラクリ
制作については全員が完成まで進めることが出来、
動かして遊べるという目新しさも伴い、参加者の記
憶に残る活動になったのではないかと思われる。

写真１　工作の材料となる地域の素材。右が竹炭。

写真２　工作に向け講師が下準備した材料。

写真３　モビール参考作品。
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　ただし、前回の「モビール」も今回の「カラクリ」
も子どもの反応は良いのだが、工作に対して難しさ
や敷居の高さを感じる大人は多く、大人の参加者が
少なかったことは次年度への反省事項となった。

⑷　第４回「竹炭を使った三角巾づくり」
　昨年の反省と、染めに対する大人の反応を受け、
2016年は竹炭による染めを全面に出したワークショ

ップを行うことにした。まず試作として綿布を染め、
ファブリックエマルジョンを混ぜた水性絵の具をつ
けた野菜スタンプで、布に模様を付けてみた。試作
を持参しての打ち合わせ会にて、弁当包みにもなり
三角巾にもなれば家庭科でも使え、日常使いにもな
るというアイデアを地域の方々より頂戴した。コス
トを抑えるために布をロールで購入し、寒河の婦人
会で布を三角巾サイズに裁断、布の始末をしていた
だくことになった。従来は講師で全ての材料準備を
行っていたのだが、婦人会が動いてくれたお陰で準
備が随分楽になった。
　また、竹炭を粉砕し予め竹炭で染める所まで事前
に進めておいてくれ、当日の子ども達の制作は野菜
スタンプによる布の装飾のみに絞り込むことができ
た。普段使用することを考えれば混紡生地が乾きも
早くてよいと婦人会で判断して作成してくれた。混
紡生地となることで化繊の部分と綿の部分で染め上
がりが異なるのだが、それも参加者にとって、体験
を通して得た貴重な学びとなった。地域の大人が子
ども達のために素材選びから工夫し、自ら地域で作
られた竹炭を粉砕、業者から染めに必要な材料を取
り寄せ制作の下準備を行ったことで、地域が工作体
験に主体的に関わることになり、地域と工作体験の
距離が近くなったように感じた。

写真４　竹炭溶液で当日絞り染めをした綿布。

写真５　制作の様子。ペンも使いデザインに凝る参加者。

写真６　�当日の参加者による作品。船に見立てたカキ殻が上
下に動くカラクリ玩具。形の変化を出せる場所が唯
一帆の部分であったので、凝ったデザインの帆が多
く見受けられた。 写真７　野菜スタンプなどで装飾する参加者。
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　当日は地域の大人も「これは楽しそう」「これなら
私にもできる」と竹炭染めの布に野菜スタンプで装
飾を行い、大変盛り上がった１日となった。制作が
早く終わった子どもは次回天狗山で振る旗となる大
きな布に、共同でスタンプ装飾を行った。

⑸　第５回「竹炭を使ったエコバッグづくり」
　2017年は前回婦人会で粉砕した竹炭が大量に残っ
ていたので、これをアクリルメディウムで練り、ス
テンシル用の絵の具として使うことにした。

　講師がデザインした寒河のロゴマークのステンシ
ルシートを使用、エコバックの好きな場所に記念に
ロゴマークをステンシルで表わしたあと、余白を
様々な色の野菜スタンプで装飾した。
　学校行事などと重なり子どもの参加者は減ったも
のの、持ち歩けるものということもあり、大人の参
加者も多かった。デザイン性の高い作品も多く生ま
れ、参加者にとって満足度の高い制作になったので
はと思われる。

３　工作体験を振り返って
　今回の活動を通し実感した、ものづくり体験を地
域に根付くようにするためのポイントとして次の３
つを挙げる。
　１つが、このような地域性を活かしたワークショ
ップ、それも地域の素材を活かしたワークショップ
を考案するには時間が必要であるということであ
る。考案・試作をする時間とは、講師と地域の繋が
りを深めていく時間でもある。
　そしてもう１つは、地域の大人も一緒に楽しめる
ワークショップにするということだ。準備段階から
参加できれば尚良いだろう。大人も一緒になって楽
しく制作をしたという経験は、子ども達の中で造形
活動の楽しい記憶として残っていくことだろう。
　そして最後の１つは、ワークショップで得た技術
そのものが地域に残っていくことである。竹炭を砕
く、染めるための布を探す、欲しい形状に縫製する、
土顔料染めの材料を購入する、自分達で染めてみ 
る ― 、きっかけは外部講師からの提案であったと
しても、寒河コミュニティーにはいつでも竹炭で布
を染める技術が残った。何かの機会に思い出されい
つか役に立つ日が来るかもしれない。時間を掛けて
寒河という地区で文化として育まれる可能性もある。
　日常に非日常を演出し、鮮烈な記憶として残り続
けるアートイベントも魅力的だが、特別な誰かの手
によるものではなく、地域の人々の手・地域の暮ら
しの中で残る可能性のものを模索・提案することも
同じように魅力的なものではなかろうか。

写真８　制作中の作品。

写真９（左）　�寒河をイメージしたロゴマークを竹炭絵具で
ステンシルで表現したところ。

写真10（右）　�野菜スタンプで楽しく装飾した作品を嬉しそ
うに見せてくれた女児。

写真11　スタンプで装飾をする男児たち。

写真12　�完成作品を持っての記念撮影。それぞれデザインが
異なる。
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４　まとめ
　４年間関わった活動だが、当初は講師にとって素
材を限られた時間の中でどのように作品制作へつな
げるかが大きな課題であり、竹炭を粉末にして染め
るというところにたどり着くまで２年掛かった。１
年に１回のワークショップであったが、常にどうす
れば工作になるのか考え続けた４年間であった。同
じく、このイベントを主催している寒河コミュニテ
ィー協議会にとっても、思いのほか講師が苦心する
結果となり、毎年外部講師がどのような展開にする

のか期待と不安をもって過ごした４年間だっただろ
う。
　しかし、両者共に、「ひと」「もの」「こと」が重な
り合う場所に、そこにしかない造形活動が生まれ、
それらに時間が積み重なることで造形活動はより深
まるということを実感することができた貴重な時間
であった。
　５年にわたる寒河コミュニティー協議会による本
活動は一度区切りを迎えたが、地域の人々に楽しか
った記憶として残ったら嬉しい。
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Workshop on Making with Local Residents

― Efforts with Sogo Community Council ―

Tomoko Sekino and Michihiro Sekino

Abstract
　This research is an outline of the workshop for 5 years from 2013 in collaboration with Sogo 
community Council of Hinase Town, Bizen City, Okayama Prefecture. I experienced climbing 
mountain climbing and bamboo charcoal experiences. I decided to hold a workshop using local 
materials.
　Firstly, there was a difference in the idea of work completed between activities and the region 
and artists. However, by cooperating with each other and continuing the relationship, we propose 
that the art rooted in the area will be born.

Key Words
　Region, Art, Craft, Workshop
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て
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
幼
稚

園
教
育
要
領
は
、
昭
和
三
一
年
に
始
ま
り
、
同
三
九
年
第
一
次
改
訂
、
平
成
元
年
第
二
次
改
訂
、
平
成
一
〇
年
第
三
次
改
訂
、
平
成
二
〇
年
第
四
次

改
訂
、
平
成
二
九
年
第
五
次
改
訂
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
改
訂
の
中
で
、
第
二
次
改
訂
が
教
師
主
導
の
保
育
か
ら
子
ど
も
中
心
の

保
育
へ
と
変
わ
る
大
き
な
節
目
と
な
り
、「
言
語
」
が
「
言
葉
」
と
改
め
ら
れ
た
。
こ
れ
以
後
、
第
五
次
改
訂
ま
で
維
持
さ
れ
て
き
た
の
は
、
①
構

成
、
②
「
意
欲
や
態
度
」
育
成
の
重
視
、
③
心
情
面
・
意
欲
面
・
態
度
面
か
ら
の
「
ね
ら
い
」
の
設
定
、
で
あ
る
。
ま
た
、
第
三
次
改
訂
か
ら
第
五

次
改
訂
ま
で
の
傾
向
は
、
①
言
語
表
現
重
視
、
②
絵
本
や
物
語
に
親
し
む
活
動
を
通
し
た
内
面
的
な
交
流
の
重
視
、
③
文
字
を
使
っ
た
保
育
活
動
の

重
視
、
④
言
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
育
成
の
重
視
、
⑤
言
語
能
力
育
成
の
重
視
、
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

　

幼
稚
園
教
育
要
領
、
領
域
「
言
葉
」、
第
二
次
改
訂
か
ら
第
五
次
改
訂
ま
で
、
改
訂
の
特
徴

報 

告
　
　
幼
稚
園
教
育
要
領
に
お
け
る
領
域
「
言
葉
」
の
変
遷

─
平
成
元
年
第
二
次
改
訂
か
ら
二
九
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第
五
次
改
訂
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で
─
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た
も
の
で
、
画
期
的
な
改
訂
と
呼
ば
れ
て
い
る
。「
幼
稚
園
教
育
は
、
幼
児
期
の
特
性
を

踏
ま
え
環
境
を
通
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
」
と
し
、
領
域
を
六
領

域
か
ら
五
領
域
「
健
康
・
環
境
・
人
間
関
係
・
言
葉
・
表
現
」
に
改
め
た
。
こ
の
改
訂

で
は
、
実
践
場
面
に
お
い
て
は
子
ど
も
中
心
の
保
育
が
強
調
さ
れ
、
教
師
の
援
助
に
つ

い
て
は
方
向
性
が
示
さ
れ
ず
、
指
導
性
を
否
定
す
る
誤
解
に
も
つ
な
が
っ
た
。
そ
の
た

め
、
一
部
に
は
自
由
放
任
の
保
育
が
現
れ
、
保
育
現
場
で
も
「
指
導
か
援
助
か
」
の
論

争
が
起
こ
っ
た
。

　

平
成
一
〇
年
、
幼
稚
園
教
育
要
領
の
第
三
次
改
訂
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
基
調
は
平
成

元
年
の
幼
稚
園
教
育
要
領
と
同
一
で
あ
る
が
、
保
育
者
が
計
画
的
に
環
境
を
構
成
す
べ

き
こ
と
や
幼
児
の
活
動
の
場
面
で
教
師
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
明
示
し
、
教
師
の
指
導

性
と
子
ど
も
の
主
体
性
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
こ
と
を
位
置
づ
け
た
。
ま
た
、
各
領
域
の

「
留
意
事
項
」
に
つ
い
て
そ
の
名
称
を
「
内
容
の
取
扱
い
」
に
変
更
し
た
。

　

平
成
二
〇
年
、
教
育
基
本
法
改
正
と
そ
れ
に
伴
う
学
校
教
育
法
の
改
正
を
受
け
て
、

幼
稚
園
教
育
要
領
の
第
四
次
改
訂
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
改
訂
も
基
調
に
大
き
な
変
化
は

な
く
、
そ
れ
ま
で
の
幼
稚
園
教
育
を
継
承
し
発
展
、
充
実
さ
せ
る
内
容
と
な
っ
た
。

　

平
成
二
九
年
、
第
五
次
改
訂
が
行
わ
れ
た
。「
幼
児
期
に
お
い
て
育
み
た
い
資
質
・
能

力
を
明
確
化
」、「
小
学
校
教
育
と
の
接
続
を
推
進
」、「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
確
立
」
を
改
訂
の
柱
と
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
平
成
元
年
改
訂
が
大
き
な
節
目
と
な
っ
て
い
る
。

二　

領
域
「
言
葉
」
の
変
遷

　

本
節
で
は
、
第
二
次
改
訂
以
来
、
領
域
「
言
葉
」
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の

か
を
見
る
。

　

平
成
元
年
版
（
第
三
次
改
訂
）
以
降
の
領
域
「
言
葉
」
を
見
る
前
に
、
昭
和
三
十
九

年
版
（
第
一
次
改
訂
）
の
領
域
「
言
語
」
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。

○
昭
和
三
九
年
版
（
第
一
次
改
訂
）

言
語

１　

人
の
こ
と
ば
や
話
な
ど
を
聞
い
て
わ
か
る
よ
う
に
な
る
。

⑴　

先
生
や
友
だ
ち
の
話
を
親
し
み
を
も
っ
て
聞
く
。

⑵　

人
の
話
を
注
意
し
て
聞
く
。

⑶　

簡
単
な
さ
し
ず
に
従
っ
て
行
動
す
る
。

⑷　

友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
話
を
聞
く
。

⑸　

先
生
の
話
す
童
話
を
喜
ん
で
聞
く
。

２　

�

経
験
し
た
こ
と
や
自
分
の
思
う
こ
と
な
ど
を
話
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

⑴　

先
生
や
友
だ
ち
に
親
し
み
を
も
っ
て
話
す
。

⑵　

し
た
い
こ
と
、
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
こ
と
ば
で
表
現
す
る
。

⑶　

し
た
こ
と
、
見
た
こ
と
、
聞
い
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
話
す
。

⑷　

疑
問
を
も
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

⑸　

簡
単
な
伝
言
を
す
る
。 

⑹　

相
手
に
わ
か
る
よ
う
に
話
し
、
ま
た
話
す
態
度
に
気
を
つ
け
る
。

⑺　

友
だ
ち
と
話
し
合
う
。

⑻　

幼
児
語
、
幼
児
音
な
ど
を
使
わ
な
い
で
話
す
。

３　

日
常
生
活
に
必
要
な
こ
と
ば
が
正
し
く
使
え
る
よ
う
に
な
る
。

⑴　

名
ま
え
を
呼
ば
れ
た
り
、
仕
事
を
言
い
つ
け
ら
れ
た
と
き
、
返
事
を
す
る
。

⑵　

簡
単
な
日
常
の
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
。

⑶　

自
分
や
友
だ
ち
、
先
生
や
幼
稚
園
な
ど
の
名
ま
え
が
言
え
る
。 

⑷　

身
近
な
事
象
の
名
ま
え
が
言
え
る
。

⑸　

遊
び
そ
の
他
の
生
活
に
必
要
な
こ
と
ば
が
使
え
る
。

⑹　

日
常
生
活
に
必
要
な
簡
単
な
標
識
や
記
号
な
ど
が
わ
か
る
。

４　

絵
本
、
紙
し
ば
い
な
ど
に
親
し
み
、
想
像
力
を
豊
か
に
す
る
。

⑴　

絵
本
、
紙
し
ば
い
、
放
送
な
ど
を
喜
ん
で
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
。

⑵　

�

絵
本
、
紙
し
ば
い
、
放
送
な
ど
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
て
、
そ
の
内
容
や
筋

が
わ
か
る
よ
う
に
な
る
。

⑶　

�

見
た
こ
と
、
聞
い
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
紙
し
ば
い
や
劇
的
な
活
動

な
ど
で
表
現
す
る
。

上
記
の
指
導
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

ア　

�
１
に
関
す
る
事
項
の
指
導
に
あ
た
っ
て
は
、
適
切
な
機
会
を
と
ら
え
て
身
近

な
人
の
こ
と
ば
に
親
し
み
を
も
ち
な
が
ら
聞
き
、
し
だ
い
に
友
だ
ち
と
い
っ

し
ょ
に
童
話
や
人
の
話
を
注
意
し
て
聞
く
よ
う
な
態
度
を
養
い
、
幼
児
の
発
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達
の
程
度
に
応
じ
て
、
こ
と
ば
の
意
味
や
内
容
を
正
し
く
は
あ
く
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。

イ　
�

２
に
関
す
る
事
項
の
指
導
に
あ
た
っ
て
は
、
身
近
な
人
に
親
し
み
を
も
っ
て

話
し
か
け
た
り
、
尋
ね
た
り
、
人
に
伝
言
を
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
と

と
も
に
、
し
だ
い
に
自
分
の
話
す
態
度
に
気
を
つ
け
て
、
経
験
し
た
こ
と
や
、

自
分
の
思
う
こ
と
な
ど
を
は
っ
き
り
と
話
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。

ウ　

�

３
に
関
す
る
事
項
の
指
導
に
あ
た
っ
て
は
、
幼
児
の
年
齢
や
発
達
の
程
度
に

応
じ
て
、
日
常
生
活
に
必
要
な
こ
と
ば
に
慣
れ
さ
せ
、
正
し
い
こ
と
ば
で
表

現
し
よ
う
と
す
る
意
欲
を
目
ざ
め
さ
せ
、
し
だ
い
に
正
し
い
言
語
習
慣
を
身

に
つ
け
る
よ
う
に
し
、
さ
ら
に
日
常
生
活
に
必
要
な
簡
単
な
標
識
や
記
号
な

ど
に
慣
れ
さ
せ
、
文
字
へ
の
興
味
や
関
心
を
も
育
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

な
お
、
幼
児
の
こ
と
ば
の
指
導
は
、
聞
く
こ
と
、
話
す
こ
と
を
中
心
と
し
て

行
い
、
文
字
に
つ
い
て
は
、
幼
児
の
年
齢
や
発
達
の
程
度
に
応
じ
て
、
日
常

の
生
活
経
験
の
な
か
で
し
ぜ
ん
に
わ
か
る
程
度
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ

と
。

エ　

�

２
お
よ
び
３
に
関
す
る
事
項
の
指
導
に
あ
た
っ
て
は
、
教
師
は
常
に
個
々
の

幼
児
の
こ
と
ば
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
、
適
切
な
機
会
を
と
ら
え
て
、
こ
と

ば
で
表
現
す
る
意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、
相
手
の
こ
と
ば
を
よ
く
聞
き
取

る
態
度
を
養
う
よ
う
に
す
る
こ
と
。

オ　

�

４
に
関
す
る
事
項
の
指
導
に
あ
た
っ
て
は
、
絵
本
お
よ
び
紙
し
ば
い
、
ス
ラ

イ
ド
、
放
送
な
ど
の
視
聴
覚
教
材
を
精
選
し
、
喜
ん
で
見
た
り
聞
い
た
り
す

る
よ
う
な
態
度
を
養
う
と
と
も
に
、
幼
児
の
経
験
を
広
め
、
豊
か
な
情
操
を

養
う
よ
う
に
す
る
こ
と
。

　

四
項
目
の
目
標
が
示
さ
れ
、
各
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
望
ま
し
い
経
験
が
列
挙
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
各
目
標
に
関
す
る
指
導
上
の
留
意
点
が
詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い

る
。
当
時
の
小
学
校
学
習
指
導
要
領
（
国
語
）
第
一
学
年
と
の
接
続
が
強
く
意
識
さ
れ

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
元
年
版
（
第
二
次
改
訂
）
で
は
、
前
節
で
述
べ
た
と
お
り
「
言
語
」
は
「
言
葉
」

と
改
め
ら
れ
、
子
ど
も
主
体
の
内
容
と
な
っ
た
。
内
容
は
次
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

○
平
成
元
年
版
（
第
二
次
改
訂
）

言
葉

〔
こ
の
領
域
は
、経
験
し
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
な
ど
を
話
し
言
葉
を
使
っ
て
表
現

し
、
相
手
の
話
す
言
葉
を
聞
こ
う
と
す
る
意
欲
や
態
度
を
育
て
、
言
葉
に
対
す
る

感
覚
を
養
う
観
点
か
ら
示
し
た
も
の
で
あ
る
。〕

１　

ね
ら
い

⑴　

自
分
の
気
持
ち
を
言
葉
で
表
現
し
、
伝
え
合
う
喜
び
を
味
わ
う
。

⑵　

�

人
の
言
葉
や
話
な
ど
を
よ
く
聞
き
、
自
分
の
経
験
し
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と

を
話
そ
う
と
す
る
。

⑶　

�

日
常
生
活
に
必
要
な
言
葉
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
絵
本
や
物
語

な
ど
に
親
し
み
、
想
像
力
を
豊
か
に
す
る
。

２　

内
容

⑴　

�

先
生
や
友
達
の
言
葉
や
話
に
興
味
や
関
心
を
も
ち
、
親
し
み
を
も
っ
て
聞
い

た
り
話
し
た
り
す
る
。

⑵　

�

し
た
こ
と
、
見
た
こ
と
、
聞
い
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
自
分
な
り
に

言
葉
で
表
現
す
る
。

⑶　

�

し
た
い
こ
と
、
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
言
葉
で
表
現
し
た
り
、
分
か
ら
な
い
こ

と
を
尋
ね
た
り
す
る
。

⑷　

�

人
の
話
を
注
意
し
て
聞
き
、
相
手
に
分
か
る
よ
う
に
話
す
。

⑸　

�

生
活
の
中
で
必
要
な
言
葉
が
分
か
り
使
う
。

⑹　

�

親
し
み
を
も
っ
て
日
常
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
。

⑺　

�

生
活
の
中
で
言
葉
の
楽
し
さ
や
美
し
さ
に
気
付
く
。

⑻　

�

い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
通
じ
て
イ
メ
ー
ジ
や
言
葉
を
豊
か
に
す
る
。

⑼　

�

絵
本
や
物
語
な
ど
に
親
し
み
、
興
味
を
も
っ
て
聞
き
想
像
を
す
る
楽
し
さ
を

味
わ
う
。

⑽　

日
常
生
活
に
必
要
な
簡
単
な
標
識
や
文
字
な
ど
に
関
心
を
も
つ
。

３　

留
意
事
項

上
記
の
取
扱
い
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
事
項
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑴　

�
教
師
や
他
の
幼
児
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
互
い
に
自
分
の
感
情
や
考
え
を
伝

え
合
う
喜
び
を
十
分
に
味
わ
う
と
と
も
に
、
日
常
生
活
の
中
で
の
出
来
事
、
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絵
本
や
物
語
な
ど
に
数
多
く
出
会
い
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
、
教
師
の
使
う
言
葉
の
影
響
が
大
き
い
こ

と
に
留
意
す
る
こ
と
。

⑵　

�
文
字
に
関
す
る
系
統
的
な
指
導
は
小
学
校
か
ら
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
の

で
、
幼
稚
園
に
お
い
て
は
直
接
取
り
上
げ
て
指
導
す
る
の
で
は
な
く
個
々
の

幼
児
の
文
字
に
対
す
る
興
味
や
関
心
、
感
覚
が
無
理
な
く
養
わ
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
。

　

昭
和
三
九
年
版
と
比
較
す
る
と
、
構
成
が
大
き
く
改
め
ら
れ
た
。
冒
頭
に
領
域
「
言

葉
」
の
意
義
付
け
が
な
さ
れ
、
続
い
て
「
ね
ら
い
」、「
内
容
」、「
留
意
事
項
」
の
順
に

示
さ
れ
て
い
る
。
特
徴
と
し
て
、
第
一
に
、
幼
児
の
「
意
欲
や
態
度
」
の
育
成
が
重
視

さ
れ
て
い
る
。
第
二
に
、「
ね
ら
い
」
が
幼
児
の
心
情
面
、
意
欲
面
、
態
度
面
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
示
さ
れ
て
い
る
。
第
三
に
、「
内
容
」、「
留
意
事
項
」
の
項
目
数
が
減
少
し
て
い

る
。
と
く
に
「
留
意
事
項
」
は
二
点
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
節
目
と
な

る
平
成
元
年
版
改
訂
が
行
わ
れ
た
。

○
平
成
一
〇
年
版
（
第
三
次
改
訂
）

言
葉

経
験
し
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
な
ど
を
自
分
な
り
の
言
葉
で
表
現
し
、
相
手
の
話

す
言
葉
を
聞
こ
う
と
す
る
意
欲
や
態
度
を
育
て
、
言
葉
に
対
す
る
感
覚
や
言
葉
で

表
現
す
る
力
を
養
う
。

１　

ね
ら
い

⑴　

自
分
の
気
持
ち
を
言
葉
で
表
現
す
る
楽
し
さ
を
味
わ
う
。

⑵　

�

人
の
言
葉
や
話
な
ど
を
よ
く
聞
き
、
自
分
の
経
験
し
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と

を
話
し
、
伝
え
合
う
喜
び
を
味
わ
う
。

⑶　

�

日
常
生
活
に
必
要
な
言
葉
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
絵
本
や
物
語

な
ど
に
親
し
み
、
先
生
や
友
達
と
心
を
通
わ
せ
る
。

２　

内
容

⑴　

�

先
生
や
友
達
の
言
葉
や
話
に
興
味
や
関
心
を
も
ち
、
親
し
み
を
も
っ
て
聞
い

た
り
、
話
し
た
り
す
る
。

⑵　

�

し
た
こ
と
、
見
た
こ
と
、
聞
い
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
自
分
な
り
に

言
葉
で
表
現
す
る
。

⑶　

�

し
た
い
こ
と
、
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
言
葉
で
表
現
し
た
り
、
分
か
ら
な
い
こ

と
を
尋
ね
た
り
す
る
。

⑷　

人
の
話
を
注
意
し
て
聞
き
、
相
手
に
分
か
る
よ
う
に
話
す
。

⑸　

生
活
の
中
で
必
要
な
言
葉
が
分
か
り
、
使
う
。

⑹　

親
し
み
を
も
っ
て
日
常
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
。

⑺　

生
活
の
中
で
言
葉
の
楽
し
さ
や
美
し
さ
に
気
付
く
。

⑻　

い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
通
じ
て
イ
メ
ー
ジ
や
言
葉
を
豊
か
に
す
る
。

⑼　

�

絵
本
や
物
語
な
ど
に
親
し
み
、
興
味
を
も
っ
て
聞
き
、
想
像
を
す
る
楽
し
さ

を
味
わ
う
。

⑽　

�

日
常
生
活
の
中
で
、
文
字
な
ど
で
伝
え
る
楽
し
さ
を
味
わ
う
。

３　

内
容
の
取
扱
い

上
記
の
取
扱
い
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
事
項
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑴　

�

言
葉
は
、
身
近
な
人
に
親
し
み
を
も
っ
て
接
し
、
自
分
の
感
情
や
意
志
な
ど

を
伝
え
、
そ
れ
に
相
手
が
応
答
し
、
そ
の
言
葉
を
聞
く
こ
と
を
通
し
て
次
第

に
獲
得
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
幼
児
が
教
師
や
他
の

幼
児
と
か
か
わ
る
こ
と
に
よ
り
心
を
動
か
す
よ
う
な
体
験
を
し
、
言
葉
を
交

わ
す
喜
び
を
味
わ
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

⑵　

�

絵
本
や
物
語
な
ど
で
、
そ
の
内
容
と
自
分
の
経
験
と
を
結
び
付
け
た
り
、
想

像
を
巡
ら
せ
た
り
す
る
楽
し
み
を
十
分
に
味
わ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
第
に

豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
ち
、
言
葉
に
対
す
る
感
覚
が
養
わ
れ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。

⑶　

�

幼
児
が
日
常
生
活
の
中
で
、
文
字
な
ど
を
使
い
な
が
ら
思
っ
た
こ
と
や
考
え

た
こ
と
を
伝
え
る
喜
び
や
楽
し
さ
を
味
わ
い
、
文
字
に
対
す
る
興
味
や
関
心

を
も
つ
よ
う
に
す
る
こ
と
。

　

平
成
一
〇
年
版
で
は
、
主
に
次
の
四
点
が
改
訂
の
特
徴
で
あ
る
。
第
一
に
、
領
域
「
言

葉
」
の
意
義
付
け
に
「
言
葉
で
表
現
す
る
力
」
の
育
成
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
言
語
表

現
活
動
重
視
と
な
っ
て
い
る
。
第
二
に
、「
ね
ら
い
」
の
⑶
に
「
先
生
や
友
達
と
心
を

通
わ
せ
る
」
こ
と
が
追
加
さ
れ
て
お
り
、
絵
本
や
物
語
に
親
し
む
活
動
を
通
し
た
内
面

的
な
交
流
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
第
三
に
、「
内
容
」
の
⑽
が
「
日
常
生
活
の
中
で
、
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文
字
な
ど
で
伝
え
る
楽
し
さ
を
味
わ
う
」
と
改
め
ら
れ
、
平
成
元
年
版
の
「
日
常
生
活

に
必
要
な
簡
単
な
標
識
や
文
字
な
ど
に
関
心
を
も
つ
」
と
比
較
す
る
と
、
文
字
を
使
っ

た
保
育
活
動
の
重
視
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
第
四
に
、「
留
意
事
項
」
が
「
内
容
の
取

扱
い
」
に
改
め
ら
れ
る
と
と
も
に
項
目
数
が
増
え
、
右
に
述
べ
た
と
お
り
、
文
字
を
使

っ
た
保
育
活
動
を
通
し
て
幼
児
の
「
文
字
に
対
す
る
興
味
や
関
心
」
を
育
成
す
る
こ
と

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

○
平
成
二
〇
年
（
第
四
次
改
訂
）

言
葉

〔
経
験
し
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
な
ど
を
自
分
な
り
の
言
葉
で
表
現
し
、相
手
の
話

す
言
葉
を
聞
こ
う
と
す
る
意
欲
や
態
度
を
育
て
、
言
葉
に
対
す
る
感
覚
や
言
葉
で

表
現
す
る
力
を
養
う
。〕

１　

ね
ら
い

⑴　

自
分
の
気
持
ち
を
言
葉
で
表
現
す
る
楽
し
さ
を
味
わ
う
。

⑵　

�

人
の
言
葉
や
話
な
ど
を
よ
く
聞
き
、
自
分
の
経
験
し
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と

を
話
し
、
伝
え
合
う
喜
び
を
味
わ
う
。

⑶　

�

日
常
生
活
に
必
要
な
言
葉
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
絵
本
や
物
語

な
ど
に
親
し
み
、
先
生
や
友
達
と
心
を
通
わ
せ
る
。

２　

内
容

⑴　

�

先
生
や
友
達
の
言
葉
や
話
に
興
味
や
関
心
を
も
ち
、
親
し
み
を
も
っ
て
聞
い

た
り
、
話
し
た
り
す
る
。

⑵　

�

し
た
り
、
見
た
り
、
聞
い
た
り
、
感
じ
た
り
、
考
え
た
り
な
ど
し
た
こ
と
を

自
分
な
り
に
言
葉
で
表
現
す
る
。

⑶　

�

し
た
い
こ
と
、
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
言
葉
で
表
現
し
た
り
、
分
か
ら
な
い
こ

と
を
尋
ね
た
り
す
る
。

⑷　

�

人
の
話
を
注
意
し
て
聞
き
、
相
手
に
分
か
る
よ
う
に
話
す
。

⑸　

生
活
の
中
で
必
要
な
言
葉
が
分
か
り
、
使
う
。

⑹　

親
し
み
を
も
っ
て
日
常
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
。

⑺　

生
活
の
中
で
言
葉
の
楽
し
さ
や
美
し
さ
に
気
付
く
。

⑻　

い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
通
じ
て
イ
メ
ー
ジ
や
言
葉
を
豊
か
に
す
る
。

⑼　

�

絵
本
や
物
語
な
ど
に
親
し
み
、
興
味
を
も
っ
て
聞
き
、
想
像
を
す
る
楽
し
さ

を
味
わ
う
。

⑽　

日
常
生
活
の
中
で
、
文
字
な
ど
で
伝
え
る
楽
し
さ
を
味
わ
う
。

３　

内
容
の
取
扱
い

上
記
の
取
扱
い
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
事
項
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑴　

�

言
葉
は
、
身
近
な
人
に
親
し
み
を
も
っ
て
接
し
、
自
分
の
感
情
や
意
志
な
ど

を
伝
え
、
そ
れ
に
相
手
が
応
答
し
、
そ
の
言
葉
を
聞
く
こ
と
を
通
し
て
次
第

に
獲
得
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
幼
児
が
教
師
や
他
の

幼
児
と
か
か
わ
る
こ
と
に
よ
り
心
を
動
か
す
よ
う
な
体
験
を
し
、
言
葉
を
交

わ
す
喜
び
を
味
わ
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

⑵　

�

幼
児
が
自
分
の
思
い
を
言
葉
で
伝
え
る
と
と
も
に
、
教
師
や
他
の
幼
児
な
ど

の
話
を
興
味
を
も
っ
て
注
意
し
て
聞
く
こ
と
を
通
し
て
次
第
に
話
を
理
解
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、
言
葉
に
よ
る
伝
え
合
い
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。

⑶　

�

絵
本
や
物
語
な
ど
で
、
そ
の
内
容
と
自
分
の
経
験
と
を
結
び
付
け
た
り
、
想

像
を
巡
ら
せ
た
り
す
る
な
ど
、
楽
し
み
を
十
分
に
味
わ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

次
第
に
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
ち
、
言
葉
に
対
す
る
感
覚
が
養
わ
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。

⑷　

�

幼
児
が
日
常
生
活
の
中
で
、
文
字
な
ど
を
使
い
な
が
ら
思
っ
た
こ
と
や
考
え

た
こ
と
を
伝
え
る
喜
び
や
楽
し
さ
を
味
わ
い
、
文
字
に
対
す
る
興
味
や
関
心

を
も
つ
よ
う
に
す
る
こ
と
。

　

平
成
二
〇
年
版
で
は
大
き
な
改
訂
は
な
い
が
、「
内
容
の
取
扱
い
」
が
増
え
て
四
項
目

と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
⑵
が
追
加
さ
れ
た
た
め
で
あ
り
、
言
語
に
よ
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
育
成
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

○
平
成
二
九
年
（
第
五
次
改
訂
）

言
葉

〔
経
験
し
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
な
ど
を
自
分
な
り
の
言
葉
で
表
現
し
、相
手
の
話

す
言
葉
を
聞
こ
う
と
す
る
意
欲
や
態
度
を
育
て
、
言
葉
に
対
す
る
感
覚
や
言
葉
で

表
現
す
る
力
を
養
う
。〕

１　

ね
ら
い
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⑴　

自
分
の
気
持
ち
を
言
葉
で
表
現
す
る
楽
し
さ
を
味
わ
う
。

⑵　
�

人
の
言
葉
や
話
な
ど
を
よ
く
聞
き
、
自
分
の
経
験
し
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と

を
話
し
、
伝
え
合
う
喜
び
を
味
わ
う
。

⑶　

�
日
常
生
活
に
必
要
な
言
葉
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
絵
本
や
物
語

な
ど
に
親
し
み
、
言
葉
に
対
す
る
感
覚
を
豊
か
に
し
、
先
生
や
友
達
と
心
を

通
わ
せ
る
。

２　

内
容

⑴　

�

先
生
や
友
達
の
言
葉
や
話
に
興
味
や
関
心
を
も
ち
、
親
し
み
を
も
っ
て
聞
い

た
り
、
話
し
た
り
す
る
。

⑵　

�

し
た
り
、
見
た
り
、
聞
い
た
り
、
感
じ
た
り
、
考
え
た
り
な
ど
し
た
こ
と
を

自
分
な
り
に
言
葉
で
表
現
す
る
。

⑶　

�

し
た
い
こ
と
、
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
言
葉
で
表
現
し
た
り
、
分
か
ら
な
い
こ

と
を
尋
ね
た
り
す
る
。

⑷　

人
の
話
を
注
意
し
て
聞
き
、
相
手
に
分
か
る
よ
う
に
話
す
。

⑸　

生
活
の
中
で
必
要
な
言
葉
が
分
か
り
、
使
う
。

⑹　

親
し
み
を
も
っ
て
日
常
の
挨
拶
を
す
る
。

⑺　

生
活
の
中
で
言
葉
の
楽
し
さ
や
美
し
さ
に
気
付
く
。

⑻　

い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
通
じ
て
イ
メ
ー
ジ
や
言
葉
を
豊
か
に
す
る
。

⑼　

�

絵
本
や
物
語
な
ど
に
親
し
み
、
興
味
を
も
っ
て
聞
き
、
想
像
を
す
る
楽
し
さ

を
味
わ
う
。

⑽　

日
常
生
活
の
中
で
、
文
字
な
ど
で
伝
え
る
楽
し
さ
を
味
わ
う
。

３　

内
容
の
取
扱
い

上
記
の
取
扱
い
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
事
項
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑴　

言
葉
は
、
身
近
な
人
に
親
し
み
を
も
っ
て
接
し
、
自
分
の
感
情
や
意
志
な
ど

を
伝
え
、
そ
れ
に
相
手
が
応
答
し
、
そ
の
言
葉
を
聞
く
こ
と
を
通
し
て
次
第
に
獲

得
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
幼
児
が
教
師
や
他
の
幼
児
と
関

わ
る
こ
と
に
よ
り
心
を
動
か
さ
れ
る
よ
う
な
体
験
を
し
、
言
葉
を
交
わ
す
喜
び
を

味
わ
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

⑵　

�

幼
児
が
自
分
の
思
い
を
言
葉
で
伝
え
る
と
と
も
に
、
教
師
や
他
の
幼
児
な
ど

の
話
を
興
味
を
も
っ
て
注
意
し
て
聞
く
こ
と
を
通
し
て
次
第
に
話
を
理
解
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、
言
葉
に
よ
る
伝
え
合
い
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。

⑶　

�

絵
本
や
物
語
な
ど
で
、
そ
の
内
容
と
自
分
の
経
験
と
を
結
び
付
け
た
り
、
想

像
を
巡
ら
せ
た
り
す
る
な
ど
、
楽
し
み
を
十
分
に
味
わ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

次
第
に
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
ち
、
言
葉
に
対
す
る
感
覚
が
養
わ
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。

⑷　

�

幼
児
が
生
活
の
中
で
、
言
葉
の
響
き
や
リ
ズ
ム
、
新
し
い
言
葉
や
表
現
な
ど

に
触
れ
、
こ
れ
ら
を
使
う
楽
し
さ
を
味
わ
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、

絵
本
や
物
語
に
親
し
ん
だ
り
、
言
葉
遊
び
な
ど
を
し
た
り
す
る
こ
と
を
通
し

て
、
言
葉
が
豊
か
に
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

⑸　

�

幼
児
が
日
常
生
活
の
中
で
、
文
字
な
ど
を
使
い
な
が
ら
思
っ
た
こ
と
や
考
え

た
こ
と
を
伝
え
る
喜
び
や
楽
し
さ
を
味
わ
い
、
文
字
に
対
す
る
興
味
や
関
心

を
も
つ
よ
う
に
す
る
こ
と
。

 　

平
成
二
九
年
版
で
も
大
き
な
改
訂
は
な
い
が
、「
内
容
の
取
扱
い
」
さ
ら
に
増
え
て

五
項
目
と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
⑷
が
追
加
さ
れ
て
お
り
、
言
語
能
力
の
育
成
が

い
っ
そ
う
強
調
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、「
言
葉
遊
び
な
ど
」
と
示
さ
れ
た
点
は
、
今

後
の
保
育
活
動
に
大
き
く
影
響
す
る
と
思
わ
れ
る
。

三　

ま
と
め

　

平
成
元
年
版
か
ら
二
九
年
版
ま
で
維
持
さ
れ
て
き
た
の
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。

①　

構
成
「
意
義
付
け
→
ね
ら
い
→
内
容
→
留
意
事
項
（
内
容
の
取
扱
い
）」

②　
「
意
欲
や
態
度
」
育
成
の
重
視

③　

心
情
面
、
意
欲
面
、
態
度
面
か
ら
の
「
ね
ら
い
」
の
設
定

　

ま
た
、
平
成
一
〇
年
版
か
ら
二
九
年
版
ま
で
の
改
訂
の
傾
向
は
、
次
の
五
点
で
あ
る
。

①　

言
語
表
現
活
動
の
重
視

②　

絵
本
や
物
語
に
親
し
む
活
動
を
通
し
た
内
面
的
な
交
流
の
重
視

③　

文
字
を
使
っ
た
保
育
活
動
の
重
視

④　

言
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
育
成
の
重
視

⑤　

言
語
能
力
育
成
の
重
視
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筆
者
も
含
め
て
幼
稚
園
教
諭
養
成
に
携
わ
る
者
は
、
右
の
点
を
授
業
内
容
に
反
映
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
く
に
、
二
九
年
版
に
お
い
て
言
葉
遊
び
が
新
た
に
提
示
さ

れ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
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Transitions regarding the Area of “Language” in the 
Course of Study for Kindergarten from the Second 

Revision in 1989 to the Fifth Revision in 2017

Hirofumi Urakami

Abstract
　This paper reports on the features of the second through fifth revisions (1989-2017) related 
to the area of “language” in the Course of Study for Kindergarten. The Course of Study for 
Kindergarten was developed in 1956 and subsequently went through five revisions. The first 
revision was made in 1964, second in 1989, third in 1998, fourth in 2008, and fifth in 2017. The 
second revision (1989) changed “Gengo (language)” to “Kotoba (language)” and cited the shift 
from teacher-led care to child-centered care as the major change. Three components of the 
Course of Study maintained through the fifth revision are：⑴ composition；⑵ emphasis on 
cultivating “motivation and attitude”；and ⑶ setting aims from the perspectives of emotion, 
motivation, and attitude. Between the third and fifth revisions, trends changed to emphasize： 
⑴ language expression activities；⑵ exchanging internal impressions through familiar 
activities with pictures and stories；⑶ childcare activities using Japanese characters；⑷ 
communication skills development through language；and ⑸ language skills development.

Key Words
　Course of Study for Kindergarten, area “language”, from the second revision to the fifth 
revision, features of revision
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